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はじめに

『Sun Java Enterprise System 配備実例集 : 評価のシナリオ』は、Sun JavaTM Enterprise 
System を 1 つのシステムにインストールする方法、また一連の核となる共有ネット

ワークサービスを確立し、確立したサービスにアクセスできるユーザーアカウントを
設定する方法について説明します。

この章で説明する項目は次のとおりです。

• 「対象読者」

• 10 ページの「マニュアルの使用」

• 11 ページの「表記規則」

• 13 ページの「Web 上の参考資料」

• 14 ページの「お問い合わせ先」

• 14 ページの「ご意見、ご要望の送付先」

このマニュアルで解説しているタスクを実行する前に、『Java Enterprise System リリー

スノート』をお読みください。詳細および Java Enterprise System マニュアルへのリン

クについては、10 ページの「マニュアルの使用」を参照してください。

対象読者
このマニュアルは、Java Enterprise System をインストールし評価する評価担当者、シス

テム管理者、およびインストール技術者を対象としています。

このマニュアルは、次の事項に習熟している方を対象に記述されています。

• UNIX® オペレーティングシステム

• インターネットプロトコル (IP) コンピュータネットワーク

• エンタープライズレベルのソフトウェア製品のインストール
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マニュアルの使用
Java Enterprise System のマニュアルは、PDF (Portable Document Format) 形式および 
HTML (Hypertext Markup Language) 形式のオンラインファイルとして用意されていま

す。どちらの形式のファイルも、障害を持つユーザーにも参照可能です。Sun のマ

ニュアルには、次の Web サイトからアクセスできます。

http://docs.sun.com

Java Enterprise System マニュアルには次の場所からアクセスできます。

http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja

次の表は、Java Enterprise System マニュアルで説明されているタスクおよび概念を示し

ています。表の左側の列は、探している情報の種類、表の右側の列は情報が記載され
ている箇所を示しています。

表 1 システム全体に関するマニュアル

マニュアル名 内容

『Java Enterprise System リリースノート』

http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja

既知の問題など、Java Enterprise System に関する最新
の情報が記載されています。これ以外に、コンポーネ
ントごとにリリースノートがあります。

『Java Enterprise System ドキュメントロードマッ
プ』

http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja

Java Enterprise System に関するマニュアルについて説
明しています。ここからコンポーネントに関連するマ
ニュアルにリンクすることができます。

『Java Enterprise System 技術の概要』

http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja

Java Enterprise System のマニュアルで使用される技術
概念と用語について説明します。Java Enterprise 
System、そのコンポーネント、および分散型のエン
タープライズアプリケーションをサポートする役割に
ついて解説します。また、ライフサイクルの概念 ( シ
ステム配備に関する序論を含む ) についても説明しま
す。

『Java Enterprise System 配備計画に関する白書』

http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja

Java Enterprise System に基づいて大規模な配備を計画
するための入門的な情報を提供します。配備計画の基
本的な概念と原則をいくつか示し、エンタープライズ
全体の配備を設計する際の開始点として使用できる多
くのプロセスを紹介します。
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表記規則
次の表は、このマニュアルで使用される文字表記の規則を示しています。

次の表は、このマニュアルで使用される可変部分の表記規則を示しています。

『Java Enterprise System インストールガイド』

http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja

Java Enterprise System のインストールプロセスについ
て解説します。インストールするコンポーネントを選
択する方法、インストールするコンポーネントを設定
する方法、インストールしたソフトウェアが正常に機
能するかどうかを検証する方法について説明します。
また、ユーザーのプロビジョニングやシングルサイン
オンの設定など、基本的な管理タスクの実行方法につ
いても説明します。

『Java Enterprise System 用語集』

http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja

Java Enterprise System のマニュアルで使用される用語
を定義しています。

表 2 文字表記の規則

表記 意味 例

AaBbCc123

( モノスペース )

API および言語の要素、HTML 
タグ、Web サイトの URL、コマ
ンド名、ファイル名、ディレク
トリパス名、画面出力の表示、
サンプルコード。

.login ファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイ
ルを表示します。

% You have mail.

AaBbCc123

( 太字のモノス
ペース )

画面出力の表示に対し、ユー
ザーが入力する文字。

% su 

Password:

AaBbCc123

( イタリック )

実際の名前や値に置き換えられ
るコマンド行変数。

ファイルは、is_svr_base/bin 
ディレクトリに格納されていま
す。

表 1 システム全体に関するマニュアル ( 続き )

マニュアル名 内容
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表 3 可変部分の表記規則

項目 意味 例

product_base 製品をインストールするディレ
クトリを表します。

次に is_svr_base/bin ディレクトリ
の例を示します。
/opt/SUNWam/bin
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次の表は、このマニュアルで使用される記号の表記規則を示しています。

Web 上の参考資料
次の場所には、Java Enterprise System およびそのコンポーネントに関する情報が用意さ

れています。

http://wwws.sun.com/software/javaenterprisesystem/index.html

このマニュアルには、補足的な関連情報を提供するために、サードパーティの URL も
記載されています。

表 4 記号の表記規則

記号 意味 表記法 例

[ ] 省略できるコマンドオプションを示し
ます。

O[n] O4, O

{ }

|

必須コマンドオプションの選択肢を示
します。

コマンドオプションの選択肢を区切り
ます。

d{y|n} dy

+ グラフィカルユーザーインタフェース
で使用されるキーボードショートカッ
トで、同時に押すキーを連結します。

Ctrl+A

- グラフィカルユーザーインタフェース
で使用されるキーボードショートカッ
トで、連続して押すキーを連結します。

Esc-S

> グラフィカルユーザーインタフェース
で選択するメニュー項目を示します。

「ファイル」>「新規」

「ファイル」>「新規」>
「テンプレート」

注 Sun は、このマニュアルに記載されているサードパーティの Web サイトが
利用可能かどうかについて責任を負いません。Sun は、このようなサイト
またはリソースで得られるあらゆる内容、広告、製品、およびその他の資
料を保証するものではなく、責任または義務を負いません。Sun は、この
ようなサイトまたはリソースで得られるあらゆるコンテンツ、製品、また
はサービスによって生じる、または使用に関連して生じる、または信頼す
ることによって生じる、または生じたと主張される、いかなる損害または
損失についても責任または義務を負いません。
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お問い合わせ先
Java Enterprise System の使用にあたって問題が発生した場合は、次のいずれかの方法で 
Sun のカスタマーサポートに連絡してください。

• Sun Software Support サービス

http://www.sun.com/service/sunone/software

このサイトには、「Knowledge Base」、「Online Support Center」、および「ProductTracker」
へのリンクがあります。また、保守プログラム、およびサポートの問い合わせ先電
話番号を参照することもできます。

• 保守契約に規定されている緊急電話番号

できるだけ適切に問題に対処するために、お問い合わせの際には次の情報をお知らせ
ください。

• 問題の詳細な内容 ( 発生状況や業務への影響の度合など )

• 使用しているマシンの種類、オペレーティングシステムのバージョン、製品の
バージョン ( すべてのパッチや、問題に影響している可能性のあるその他のソフ
トウェアを含む )

• 問題を再現するための詳細な手順

• エラーログまたはコアダンプ

ご意見、ご要望の送付先
Sun ではマニュアルの品質向上のため、お客様のご意見、ご要望をお受けしておりま

す。

ご意見をお送りいただく場合は、http://docs.sun.com/app/docs?l=ja にアクセスし、

「コメントの送信」をクリックしてください。オンラインフォームで、マニュアルの名
称および Part No. をお知らせください。Part No. は、マニュアルのタイトルページまた

は最上部に記載されている 7 桁または 9 桁の番号です。
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第 1 章

評価のシナリオの概要

この章では、評価配備の目的と評価配備で使用されるアーキテクチャについて説明し
ます。また、このマニュアルで説明されている、評価配備のインストール手順、設定
手順、および使用手順の概要を示します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 15 ページの「Java Enterprise System について」

• 16 ページの「評価の目的」

• 16 ページの「評価配備について」

• 20 ページの「評価手順の概要」

Java Enterprise System について
Sun JavaTM Enterprise System (Java ES) は、企業における広範囲なコンピュータに対す

る要求をサポートするインフラストラクチャソフトウェアです。たとえば、企業の従
業員が電子メール、カレンダ、および社内ビジネスアプリケーションにセキュアにア
クセスできるように、セキュリティ保護されたイントラネットポータルを作成するな
どです。

Java ES は、カスタムのプログラミングを必要としないエンドユーザーサービスを多く

提供するとともに、カスタムの分散型のエンタープライズアプリケーションもサポー
トしています。

Java ES は、Sun Java System Directory Server や Identity Server などのソフトウェアコ

ンポーネントで構成されています。さまざまな企業のコンピュータに対する要求に対
応するために、Java ES のコンポーネントは何通りもの方法で組み合わせることができ

ます。

各企業は自社の要求を見極め、独自の Java ES コンポーネントの配備を計画します。

ある企業にとっての最適な配備は、必要な Java ES サービス、利用ユーザー数、使用

できるハードウェアの種類や、その他の考慮点によって異なります。
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Java ES の技術概念および用語集の詳細については、『Java Enterprise System 技術の概

要』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。Java ES 配備の計

画に関する詳細については、『Java Enterprise System 配備計画に関する白書』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。

評価の目的
このマニュアルでは、Java ES コンポーネントの基本セットをインストールする方法

と、カスタムのアプリケーションプログラミングを行うことなくそれらを設定して、
ネットワーク接続されたメッセージングサービス、カレンダサービス、およびポータ
ルサービスを提供する方法について説明します。このマニュアルでは、Web ベースの

インタフェースからこれらのサービスにアクセスできるように LDAP ユーザーアカウ

ントを設定する方法についても説明します。

評価用にインストールするコンポーネントのセットは、シングルサインオン機能およ
びプロキシ認証機能をサポートするため、これらの Java ES 機能の評価が可能になり

ます。このマニュアルで、これらの機能を設定する方法について説明します。

このマニュアルの手順を実行することで、核となる共有ネットワークサービスが企業
の従業員および顧客に Java ES コンポーネントによってどのように提供されるかがわ

かります。それらの核となるサービスに、組み込み型の Web ベースのインタフェース

を使用してアクセスする方法を学習します。また、Java ES 配備で自社の従業員および

顧客にサービスをどのように提供できるかイメージできるように、Java ES の機能につ

いても十分に学習します。

評価配備について
評価配備では、ポータルサービス、メッセージングサービス、およびカレンダサービ
スを提供する Java ES コンポーネントのセットを使用します。ここでは、評価配備用

の配備アーキテクチャが開発された方法について説明します。この説明は、『Java 
Enterprise System 配備計画に関する白書』で説明されている配備計画の方法論に基づ

いています。
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評価の使用例
配備計画の方法論における第 1 段階は、Java ES 配備の望ましい動作を説明する一連の

使用例を考案することです。評価配備は、Java ES の基本機能が明らかになるように考

案されています。次の使用例がサポートされます。

• インストーラを使用する場合 : 1 つのシステムに Java Enterprise System コンポー
ネントをインストールする。

• コンポーネントの設定を使用する場合 : Java Enterprise System 管理インタフェー
スを使用して、コンポーネントのインスタンスを設定する。

• 管理者が使用する場合 : 評価組織のディレクトリツリーを設定し、1 人のエンド
ユーザーをプロビジョニングする。

• エンドユーザーが使用する場合 : メールサービス、カレンダサービス、および
ポータルサービスを使用する。

• 管理者が使用する場合 : Identity Server シングルサインオン (SSO) を設定する。

• エンドユーザーが使用する場合 : メールサービス、カレンダサービス、および
ポータルサービスへのアクセスにシングルサインオンを使用する。

• 管理者が使用する場合 : プロキシ認証を設定する。

• エンドユーザーが使用する場合 : ポータルデスクトップを使用してメールサービ
スおよびカレンダサービスと対話して、プロキシ認証が正常に設定されているこ
とを実証する。

このマニュアルでは、これらの使用例を実装する、実用的な Java Enterprise System 
を設定する方法を説明します。

評価配備のシナリオ
配備計画の方法論における第 2 段階は、配備シナリオを開発することです。配備シナ

リオにより、使用例の実装に必要な Java Enterprise System コンポーネントが特定さ

れます。ここでは、17 ページの「評価の使用例」のリストにある、評価使用例のため

に開発された配備のシナリオについて説明します。

配備のシナリオは、論理アーキテクチャとシステム要件という 2 つの要素から構成さ

れています。

論理アーキテクチャ

論理アーキテクチャは、評価使用例で説明されているサービスを提供する Java 
Enterprise System コンポーネントを特定します。評価使用例の論理アーキテクチャ

を、図 1-1 に示します。
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図 1-1 評価配備の論理アーキテクチャ

図 1-1 は、評価使用例を実装する論理アーキテクチャを示しています。コンポーネン

トが複数の層で示されています。これらの層は、ネットワーク接続された運用配備で
コンポーネントがどのように分散されるかを示しています。

図 1-1 で、評価配備の目的にとって重要な点は次のとおりです。

• 評価配備にサービスを提供するコンポーネントは、Portal Server、
Communications Express、Messaging Server、Identity Server、Calendar Server、
および Directory Server です。Web Server は、Portal Server と Identity Server に 
Web コンテナのサポートを提供するために配備に含まれています (Messaging 
Server および Calendar Server には、それぞれ固有の Web コンテナが備えられて
いる )。

• 評価エンドユーザーは、組み込み型の Web ベースのインタフェースを使用して、
メールサービス、カレンダサービス、およびポータルサービスにアクセスします。
このことは、左端の Web ブラウザクライアントで表されています。

• 多層アーキテクチャにより、スタンドアロンのメールクライアントなどの他の
ユーザーインタフェースを、Java ES サービスと連動するように設定することが可
能になります。Java ES のアーキテクチャの詳細については、『Java Enterprise 
System 技術の概要』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してくださ
い。

• Directory Server は、他のすべてのコンポーネントをサポートするディレクトリ
サービスを提供します。

Web 

Portal Server 

Communications
Express

Web Server
Messging Server

MEM

Messaging
Server
MTA

Messging Server
MMP

Identity Server

Messaging Store

Directory Server

Calendar Server
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システム要件

論理アーキテクチャは、この使用例で説明されているサービスを提供する Java ES コ
ンポーネントを特定します。論理アーキテクチャからは、コンポーネントがネット
ワークにインストールされる方法はわかりません。一般的な運用配備では、応答時間、
サービスの可用性、サービスの信頼性などについての目標レベルを達成するために、
コンポーネントの複数のインスタンスが複数のハードウェアシステム間に分散されて
います。

このレベルの配備の詳細を決定するには、自社のビジネスニーズを分析し、一連のシ
ステム要件を作成します。システム要件では、配備の重要な特徴を指定します。たと
えば、サポートする必要のあるユーザー数、ユーザーに対する応答時間、許容される
停止時間などです。

システム要件を論理アーキテクチャに適用し、そのシステム要件をサポートするため
に必要な Java ES コンポーネントの分散の種類、および分散型の配備を実行するため

に必要なハードウェアの種類を決定します。Java ES 配備の計画におけるこれらの事柄

に関する詳細については、『Java Enterprise System 配備計画に関する白書』 
(http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) を参照してください。

このマニュアルで説明されている評価配備では、多数のユーザーをサポートすること
は必要とされていません。また、継続的な可用性や運用配備の他の機能も必要とされ
ていません。したがって、評価配備のシステム要件は最小限です。それらの要件は次
のとおりです。

• 負荷およびパフォーマンスの要件 : なし

• 可用性の要件 : なし

• セキュリティの要件 : 認証、シングルサインオン

• サービス機能の要件 : なし

• スケーラビリティの要件 : なし

評価配備のアーキテクチャ
システム要件を論理アーキテクチャに適用し、目標レベルの可用性とパフォーマンス
でユーザーベースをサポートするために必要なハードウェアの種類を決定します。こ
れは、配備アーキテクチャで表現されます。

評価配備の最小限のシステム要件は、論理アーキテクチャに含まれているコンポーネ
ントを 1 つのシステムにインストールすることで容易に満たせます。このマニュアル

の以降の部分では、1 つのシステム上で評価配備をインストール、設定、および使用

する方法について説明します。
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評価手順の概要
ここでは、このマニュアルで説明されている、Java ES 評価配備のインストール手順、

設定手順、および使用手順の概要を示します。表 1-1 に、手順の概要を示します。

表 1-1 評価手順の概要

タスク 説明 参照先

評価配備アーキテクチャを
実装します。

Java Enterprise System イン
ストーラを使用して、配備
アーキテクチャに含まれて
いるコンポーネントをイン
ストールします。

このインストーラはコン
ポーネントのほとんどを設
定します。

第 2 章「評価配備のインス
トール」

インストーラによって設定
されないコンポーネントを
設定し、すべてのコンポー
ネントを起動します。

個々のコンポーネントの設
定ツールを使用します。

これには、評価配備の 
LDAP ディレクトリツリー
の設定が含まれます。

第 3 章「評価配備の設定お
よび確認」

評価配備の LDAP ディレク
トリツリーに対して、メッ
セージングサービス、カレ
ンダサービス、およびポー
タルサービス用の設定を追
加で行います。

ユーザー管理ユーティリ
ティおよび Identity Server 
コンソールを使用します。

第 4 章「評価配備用のユー
ザー管理」

Java Enterprise System エン
ドユーザーを作成し、その
ユーザーをメッセージング
サービス、カレンダサービ
ス、およびポータルサービ
ス用にプロビジョニングし
ます。

ユーザー管理ユーティリ
ティおよび Identity Server 
コンソールを使用します。

第 4 章「評価配備用のユー
ザー管理」

ポータルデスクトップ、
メッセージングサービス、
およびカレンダサービスに
ログインし、それらのサー
ビスを使用します。

これらのサービス用の Web 
ベースのインタフェースを
使用します。

第 5 章「ポータルサービス、
メッセージングサービス、
およびカレンダサービスの
使用」

Identity Server シングルサ
インオン (SSO) を設定しま
す。

設定ツールを使用します。 第 6 章「シングルサインオ
ン (SSO) の設定および使用」
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これらの手順は、第 2 章「評価配備のインストール」以降で説明されています。

SSO を使用して、ポータル
サービス、メッセージング
サービス、およびカレンダ
サービスにアクセスしま
す。

シングルサインオンによ
り、一度サインオンすると
すべてのサービスにアクセ
スできます。

第 6 章「シングルサインオ
ン (SSO) の設定および使用」

プロキシ認証を設定しま
す。

プロキシ認証はポータルデ
スクトップからメッセージ
ングサービスおよびカレン
ダーサービスへの、直接ア
クセスを許可します。

第 7 章「プロキシ認証の設
定および使用」

プロキシ認証機能を使用し
ます。

ポータルデスクトップから
メールツールとカレンダ
ツールを開きます。

第 7 章「プロキシ認証の設
定および使用」

表 1-1 評価手順の概要 ( 続き )

タスク 説明 参照先
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第 2 章

評価配備のインストール

この章では、評価配備で使用されるコンポーネントをインストールする方法について
説明します。インストール先のシステムにソフトウェアをコピーし、Java ES インス

トーラを実行します。インストーラにより、コンポーネントの設定を要求するプロン
プトが表示されます。指定した値は、インストールするほとんどのコンポーネントの
設定に使用されます。

インストーラによって設定されないコンポーネントもあります。それらのコンポーネ
ントについては、コンポーネント設定ツールを使用して、インストール後に設定しま
す。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 23 ページの「インストール要件の確認」

• 24 ページの「事前作業」

• 25 ページの「コンポーネントのインストール」

• 40 ページの「コンポーネントのアンインストール」

インストール要件の確認
評価配備をインストールする前に、インストール先のシステムが次の要件を満たして
いることを確認します。

• システムは、Java ES のハードウェア要件、オペレーティングシステム要件、およ
びパッチ要件を満たす必要があります。これらの要件は、
http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja の『Java Enterprise System リリース
ノート』にリスト表示されています。パッチは http://sunsolve.sun.com で入手で
きます。Java ES インストーラはこれらの要件についてシステムを確認しますが、
始める前にシステムを確認したほうが手間がかかりません。

• インストーラは、root で実行する必要があります。Java ES のインストール先シ
ステムに対して、root アクセス権を持っていることを確認します。
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• このインストール手順は、SolarisTM 9 Operating System が稼動しているシステム
に対するものです。Solaris 8 Operating System にインストールする場合には、一
部のパッチ名は、この手順に示されるパッチの名前とは多少異なります。

事前作業
ここでは、インストーラを実行する前に行う必要のある 2 つのタスクについて説明し

ます。これらのタスクを行うことで、システムへのインストールが正常に行われる準
備が整います。

インターネットホストテーブルの確認
システムのインターネットホストテーブルには、システムの完全修飾ホスト名が含ま
れている必要があります。

➤ インターネットホストテーブルを確認するにはインターネットホストテーブルを確認するにはインターネットホストテーブルを確認するにはインターネットホストテーブルを確認するには

1. Java Enterprise System のインストール先システムに root としてログインします。

2. テキストエディタで /etc/host ファイルを開きます。

3. /etc/host ファイルに、システムの完全修飾ホスト名が含まれていることを確認
します。

たとえば、evaluation.example.com という名前のシステムの場合、/etc/host 
ファイルに次の行が含まれます。

#
# Internet host table
#

127.0.0.1  localhost
192.18.78.28  evaluation.example.com  evaluation

完全修飾のホスト名は、非修飾名の前にある必要があります。実際の /etc/host 
ファイルには、使用するシステムについての同様の情報が含まれている必要があ
ります。
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sendmail プロセスの無効化
sendmail プロセスは、Java Enterprise System の通信サービスと衝突する可能性があ

ります。Java Enterprise System をインストールする前に、このプロセスを無効にしま

す。

➤ sendmail プロセスを無効にするにはプロセスを無効にするにはプロセスを無効にするにはプロセスを無効にするには

1. 次のコマンドを実行して、sendmail プロセスを停止します。

/etc/init.d/sendmail stop

2. 次のコマンドを実行して、sendmail の起動を無効にします。

rm /etc/init.d/sendmail

コンポーネントのインストール
Java ES インストーラを実行して、評価配備で使用するコンポーネントをインストール

します。評価配備の場合は、インストーラによって示されるほとんどのデフォルト設
定値を受け入れます。

運用配備の場合は、インストーラを実行する前に、設定値を注意深く計画します。イ
ンストーラで指定する情報の詳細については、『Java Enterprise System インストール

ガイド』 (http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja) の第 4 章「インストールおよび設

定に関する情報の収集」、および付録 A 「情報収集用ワークシート」を参照してくだ

さい。

➤ インストールプロセスを開始インストールプロセスを開始インストールプロセスを開始インストールプロセスを開始すすすするにはるにはるにはるには

1. Java Enterprise System をインストールするマシンに root としてログインします。

2. 次のいずれかの方法で、Java ES ソフトウェアを入手します。

❍ ソフトウェアをダウンロードする : ソフトウェア用のディレクトリ 
(download-directory) を作成します。ソフトウェアをダウンロードし、アンパック
します。ソフトウェアをアンパックすると、download-directory のサブディレクト
リが作成されます。

❍ CD または DVD からインストーラを実行する : CD または DVD を適切なドライ
ブに挿入します。

3. インストールするプラットフォームの platform-directory に移動します。
platform-directory は、Solaris_sparc または Solaris_X86 のいずれかです。

❍ ソフトウェアをダウンロードしてアンパックした場合、platform-directory は、
download-directory のサブディレクトリです。次のコマンドを実行します。

cd download-directory/platform-directory 
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❍ CD からインストーラを実行している場合、platform-directory は、cdrom ディレ
クトリのサブディレクトリです。次のコマンドを実行します。

cd cdrom/platform-directory 

❍ DVD からインストーラを実行している場合は、DVD 上の platform-directory に
移動します。

4. 次のコマンドを実行して、Java Enterprise System インストーラを起動します。

./installer

「ようこそ」ページが表示されます。

5. 「次へ」をクリックします。

「ソフトウェアライセンス契約」ページが表示されます。

6. 「はい」をクリックし、ライセンスの条項に同意します。

「言語サポート」ページが表示されます。

7. 評価配備でサポートする英語以外の言語を選択します。英語は必ずサポートされ
ます。

「次へ」をクリックします。「コンポーネントの選択」ページが表示されます。
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図 2-1 「コンポーネントの選択」ページ

➤ インストールするコンポーネントを選択するにはインストールするコンポーネントを選択するにはインストールするコンポーネントを選択するにはインストールするコンポーネントを選択するには

1. 評価配備で使用するコンポーネントを選択します。次の操作を行います。

❍ 「Sun Java System Messaging Server 6 2004Q2」を選択します。

❍ 「Sun Java System Calendar Server 6 2004Q2」を選択します。

❍ 「Sun Java System Portal Server 2004Q2」を選択します。

❍ 「Sun Java System Communications Express」を選択します。

❍ 「Sun Java System Web Server 6 2004Q1 Update 1 Service Pack 2」を選択します。

❍ 「Sun Java System Message Queue 3.5 SP1」を選択します。

❍ 「Sun Java System Identity Server 2004Q2」を選択します。

❍ 「Sun Java System Directory Server 5 2004Q2」を選択します。



コンポーネントのインストール

28 Java Enterprise System 2004Q2 • 配備実例集 : 評価のシナリオ

❍ 「Sun Java System Administration Server 5 2004Q2」を選択します。

❍ 「Sun JavaTM System Application Server 7.0 Update 3」を選択解除します。

これらの選択内容は、図 2-1 に示されています。「次へ」をクリックします。イン
ストーラにより選択内容が検証され、選択したコンポーネントとすでにシステム
にインストールされているソフトウェアとの間に互換性があるかどうかがチェッ
クされます。互換性チェックの結果を示すページが表示されます。

2. 選択内容に対するインストーラの応答を確認します。

インストーラは、3 種類の互換性をチェックします。システムに応じて、互換性
がないことを報告する次のページは、まったく表示されないか、1 ～ 3 ページ表
示されます。

a. インストーラにより、選択したコンポーネントとすでにシステムに存在する
コンポーネントとの間に互換性がないと判定される場合があります。図 2-2 
に示されている、「製品の依存関係のチェック」ダイアログボックスが表示さ
れます。
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図 2-2 「製品の依存関係のチェック」ダイアログボックス

続行する前に、このダイアログボックスで示された非互換性を解決する必要
があります。場合によっては、インストーラを終了し、互換性のないソフト
ウェアをアップグレードまたは削除してから、インストーラを最初からやり
直す必要があります。

注 インストーラにより、互換性のないバージョンの Message Queue 
がシステムに存在すると判定された場合は、101 ページの付録 A 
を参照してください。
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b. インストーラにより、すでにシステムにインストールされている JavaTM 2 
Software Development Kit, Standard Edition (J2SETM SDK) には、インストー
ル対象として選択したコンポーネントとの互換性がないと判定される場合が
あります。「J2SE Software Development Kit のアップグレードが必要です」
ページが表示されます。

「了解」をクリックして、デフォルト値の「Sun JavaTM Enterprise system コン
ポーネント製品用の J2SE SDK を別にインストール」を受け入れます。

c. インストーラにより、すでにシステムにインストールされている共有コン
ポーネントには、インストール対象として選択したコンポーネントとの互換
性がないと判定される場合があります。図 2-3 に示す、「アップグレードの必
要がある共有コンポーネント」ページが表示されます。

図 2-3 「アップグレードの必要がある共有コンポーネント」ページ

「次へ」をクリックして、共有コンポーネントをアップグレードします。
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d. インストーラにより、システムには、選択したコンポーネントと全面的に互
換性があると判定される場合があります。「インストールディレクトリ」ペー
ジが表示されます。

3. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「システム要件の確認」ページが表示されます。

4. 「システム要件の確認」ページが次のシステム要件についてシステムを検証してい
る間、待機します。

❍ ディスク容量

❍ メモリ

❍ オペレーティングシステムのパッチ

5. システム要件チェックの結果を確認します。

❍ メモリ不足の警告は無視します。評価配備では、運用配備ほど多くのメモリを必
要としません。

❍ インストーラを閉じる必要があると警告するパッチを受信した場合は、パッチを
インストールし、インストーラを最初からやり直します。

システムチェックの結果に問題がなくなったら、「次へ」をクリックします。「設
定タイプ」ページが表示されます。

➤ 設定の種類を指定するには設定の種類を指定するには設定の種類を指定するには設定の種類を指定するには

1. 「今すぐ設定」を選択します。

「今すぐ設定」を選択すると、インストールするほとんどのコンポーネントの設定
値が指定されます。インストーラにより、インストーラのページで指定した値に
基づいてコンポーネントが設定されます。

「次へ」をクリックします。「カスタム設定」ページが表示されます。

2. インストーラが設定できないコンポーネントのリストを確認します。

Java ES インストーラは Calendar Server、Messaging Server、または 
Communications Express を設定しないことがメッセージで示されます。Calendar 
Server、Messaging Server、および Communications Express を設定する方法につ
いては、第 3 章「評価配備の設定および確認」を参照してください。

注 共有コンポーネントは、Java ES コンポーネントに対して、ロー
カルサービスとテクノロジサポートを提供します。Java ES をイ
ンストールする場合、インストーラは、選択した Java ES コン
ポーネントにとって必要な共有コンポーネントを自動的にインス
トールします。
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「次へ」をクリックします。「共有サーバー設定」ページが表示されます。

図 2-4 「共有サーバー設定」ページ

➤ 共通サーバー設定を入力するには共通サーバー設定を入力するには共通サーバー設定を入力するには共通サーバー設定を入力するには

1. インストーラによって設定されるすべてのコンポーネントの設定に使用する値を
指定します。次の操作を行います。

❍ 「ホスト名」のデフォルト値を受け入れます。

❍ 「DNS ドメイン名」のデフォルト値を受け入れます。

❍ 「ホスト IP アドレス」のデフォルト値を受け入れます。

❍ 「管理者ユーザー ID」のデフォルト値を受け入れます。

❍ 「管理者ユーザーパスワード」テキストフィールドと「パスワード再入力」テキス
トフィールドに、「password」と入力します。評価配備では、あらゆるパスワー
ドに「password」が使用されます。

❍ 「システムユーザー」のデフォルト値を受け入れます。

❍ 「システムグループ」のデフォルト値を受け入れます。
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「次へ」をクリックします。「Web サーバー : 管理 (1 / 2)」ページが表示されます。

➤ Web Server の情報を入力するにはの情報を入力するにはの情報を入力するにはの情報を入力するには

1. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Web Server: デフォルトの Web Server インスタンス (2 / 2)」ページが表示されま
す。

図 2-5 Web Server: デフォルトの Web Server インスタンス (2 / 2)

2. 次の操作を行います。

❍ 「実行時ユーザー ID」テキストフィールドに、「root」と入力します。

❍ 「実行時グループ」テキストフィールドに、「other」と入力します。

注 「ホスト名」、「DNS ドメイン名」、および「ホスト IP アドレス」のデ
フォルト値は、インストール先のシステムに基づいています。

図 2-4 には、evaluation.example.com という名前のシステムのデ
フォルト値が示されています。「ホスト名」フィールドは、システム
名 evaluation で、「DNS ドメイン名」フィールドは、example.com 
です。インストール先システムについても同様の値が表示されます。
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❍ 「システムが再起動すると自動的に Web Server を起動します」を選択します。

「次へ」をクリックします。「Directory Server: 管理 (1 / 5)」ページが表示されま
す。

➤ Directory Server の情報を入力するにはの情報を入力するにはの情報を入力するにはの情報を入力するには

1. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Directory Server: サーバー設定 (2 / 5)」ページが表示されます。

2. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Directory Server: 設定 Directory Server (3 / 5)」ページが表示されます。

3. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Directory Server: データの保存場所 (4 / 5)」ページが表示されます。

4. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Directory Server: データの読み込み (5 / 5)」ページが表示されます。

5. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「管理サーバー : サーバー設定 (1 / 2)」ページが表示されます。

➤ Administration Server の情報を入力するにはの情報を入力するにはの情報を入力するにはの情報を入力するには

1. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「管理サーバー : 構成ディレクトリの設定 (2 / 2)」ページが表示されます。

2. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Identity Server: 管理 (1 / 6)」ページが表示されます。

注 「管理者ユーザーパスワード」テキストフィールドと「ディレクトリ
マネージャパスワード」テキストフィールドには、アスタリスクが表
示されます。これらのテキストフィールドの値は、「共有サーバー設
定」ページで指定したデフォルトのパスワード、つまり password で
す。

注 このページのデフォルトの選択 (「データの読み込み」チェックボッ
クスの下の「サンプルデータ」ラジオボタン ) により、サンプルデー
タがある LDAP データベースが読み込まれる設定になります。
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図 2-6 「Identity Server: 管理」ページ

➤ Identity Server の情報を入力するにはの情報を入力するにはの情報を入力するにはの情報を入力するには

1. 次の操作を行います。

❍ 「管理者ユーザーパスワード」および「パスワード再入力」テキストフィールドの
デフォルト値を受け入れます。

❍ 「LDAP パスワード」および「パスワード再入力」テキストフィールドに、
「ldappassword」と入力します。

「次へ」をクリックします。「Identity Server: Web コンテナ (2 / 6)」ページが表示
されます。

注 「管理者ユーザーパスワード」にはアスタリスクが表示されます。こ
のテキストフィールドの値は、デフォルトパスワードの password で
す。

注 LDAP パスワードを、管理者パスワードと同一にすることはできませ
ん。
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2. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Identity Server: Sun Java System Web Server (3 / 6)」ページが表示されます。

3. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Identity Server: Identity Server サービスを実行するための Web コンテナ (4 / 6)」
ページが表示されます。

4. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Identity Server: Directory Server 情報 (5 / 6)」ページが表示されます。

5. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Identity Server: Directory Server 情報 (6 / 6)」ページが表示されます。

6. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「ポータルサーバー : Web コンテナ」ページが表示されます。

➤ Portal Server の情報を入力するにはの情報を入力するにはの情報を入力するにはの情報を入力するには

1. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「ポータルサーバー : Sun Java System Web Server」ウィンドウが表示されます。

2. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Potal Server Web コンテナ配備」ページが表示されます。

3. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「インストールの準備が完了しています」ページが表示されます。

注 「サンプルポータルのインストール」がデフォルトで選択されていま
す。サンプルポータルをインストールすると、独自のポータルデスク
トップを開発することなく使用できる、ポータルデスクトップが提供
されます。
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図 2-7 「インストールの準備が完了しています」ページ

➤ インストールを完了するにはインストールを完了するにはインストールを完了するにはインストールを完了するには

1. インストールするコンポーネントのリストを確認します。リストは、図 2-7 と一
致する必要があります。

❍ 入力内容を確認または変更する場合は、「戻る」をクリックします。任意のインス
トーラページに戻り、任意の値を変更できます。

❍ インストールする準備が整ったら、「次へ」をクリックします。インストーラが共
有コンポーネントをアップグレードします。このプロセスにはしばらく時間がか
かることがあります。インストーラが共有コンポーネントのアップグレードを終
了すると、「製品登録」ページが表示されます。

2. 「製品登録」ページで、「インストール中に登録ウィンドウを開きます」の選択を
解除し、「インストール」をクリックします。

「インストール中」ページが表示されます。インストールが終了すると、「インス
トールが完了しました」ページが表示されます。
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図 2-8 「インストールが完了しました」ページ

3. 「Sun Java Enterprise System インストールガイドを自動的に表示します」を選択
解除します。

「サマリーの表示」をクリックし、すべてのコンポーネントが正しくインストール
されたことを確認します。

インストールプロセスは完了です。「閉じる」をクリックして、インストーラを終
了します。

注 インストール後の評価配備の設定については、第 3 章「評価配備の設
定および確認」を参照してください。
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インストールログファイルの確認
インストールの詳細を調べる場合は、インストールログファイルを確認します。ここ
では、ログファイルを見つける方法を説明します。

➤ インストールログファイルを確認するにはインストールログファイルを確認するにはインストールログファイルを確認するにはインストールログファイルを確認するには

1. ログファイルのディレクトリに移動します。

cd /var/sadm/install/logs

2. ls コマンドを実行してディレクトリの内容をリスト表示します。

ls

インストールしたコンポーネントのインストールログファイルのリストが表示さ
れます。

3. 確認する必要のあるインストールログファイルを開きます。

たとえば、Directory Server のインストールログファイルは、ファイル名に日付ス
タンプが含まれています。Directory_Server_install.Bmmdd9999 のようになっ
ています。

注 次のログファイルには、インストーラによって行われた依存性チェッ
クについての情報が含まれています。

/var/sadm/install/log/installdependencies.txt
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コンポーネントのアンインストール
評価が完了したら、Java Enterprise System アンインストーラを使用して、インストー

ルしたコンポーネントを削除できます。/var/sadm/prod/entsys にアンインストーラ

がインストールされています。

➤ Java Enterprise System コンポーネントをアンインストールするにはコンポーネントをアンインストールするにはコンポーネントをアンインストールするにはコンポーネントをアンインストールするには

1. アンインストーラのディレクトリに移動します。

cd /var/sasdm/prod/entsys

2. 次のコマンドを実行して、アンインストーラを起動します。

./uninstall

3. アンインストーラのプロンプトに応答して、アンインストールするコンポーネン
トを指定します。

アンインストーラの使用方法の詳細については、『Java Enterprise System インストー

ルガイド』を参照してください。http://docs.sun.com/db/prod/entsys?l=ja からオンラ

インでアクセスできます。
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第 3 章

評価配備の設定および確認

この章では、evaluation_host にインストールしたコンポーネントを設定、起動、および

確認する方法について説明します。この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 41 ページの「設定処理について」

• 43 ページの「Directory Server のデフォルトインスタンスの起動および確認」

• 47 ページの「Web Server のデフォルトインスタンスの起動」

• 48 ページの「Identity Server のデフォルトインスタンスの確認」

• 50 ページの「Portal Server のデフォルトインスタンスの確認」

• 51 ページの「Directory Server に対する LDAP スキーマ 2 用の設定」

• 55 ページの「Messaging Server の設定」

• 63 ページの「Calendar Server インスタンスの設定」

設定処理について
第 2 章で説明されているインストール手順を実行すると、次のことが行われます。

• インストーラによる、コンピュータへのファイルのコピー、およびオペレーティ
ングシステムへのコンポーネントの登録。

• インストーラによる、Directory Server、Application Server、Identity Server、お
よび Portal Server のデフォルトインスタンスの作成および設定。

評価配備を使用する前に、コンポーネントを起動して、インストーラによって設定さ
れないコンポーネントを設定する必要があります。次の順序で手順を実行します。

1. Directory Server を起動し、確認します。他のすべてのコンポーネントはディレク
トリサービスを使用するので、Directory Server を最初に起動します。
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2. Web Server を起動します。Web Server を起動すると、Web Server の Web コンテ
ナで稼動するコンポーネント、つまり Identity Server および Portal Server が起動
します。Identity Server は、Identity Server の認証サービスに依存するコンポーネ
ントが起動する前に稼動している必要があります。

3. Identity Server が稼動していることを確認します。他のコンポーネントが Identity 
Server の認証サービスを使用するので、Identity Server は稼動している必要があ
ります。

4. Portal Server が稼動していることを確認します。

5. Directory Server に対してスキーマ 2 用の設定を行います。

6. Messaging Server のインスタンスを作成、設定、および起動します。

7. Calendar Server のインスタンスを作成、設定、および起動します。

これらの手順を完了すると、Java Enterprise System のポータルサービス、メッセージ

ングサービス、およびカレンダサービスを使用できます。

注 このマニュアル全体で、変数 evaluation_host および evaluation_domain が含
まれているコマンドが示されます。そのコマンドを実行する際は、使用し
ているホスト名およびドメイン名で置き換える必要があります。これらの
変数は次のように定義されています。

• evaluation_host: Java Enterprise System コンポーネントのインストール
先システムの完全修飾名。たとえば、evaluation.example.com という
名前のシステムにインストールしている場合、evaluation_host は 
evaluation.example.com となります。evaluation_host は、コンポーネン
ト間の通信を設定するために使用します。たとえば、
evaluation_host:389 で Directory Server に接続するためにコンポーネン
トを設定します。また、evaluation_host は、Identity Server、
Messaging Server、Calendar Server、および Portal Server に接続する 
Web ベースのインタフェースの URL でも使用します。

• evaluation_domain: コンポーネントのインストール先システムの DNS ド
メインの名前。たとえば、evaluation.example.com という名前のシス
テムにインストールしている場合、evaluation_domain は example.com 
となります。evaluation_domain は、デフォルトのメールドメインとし
て使用します。また、インストーラが Directory Server で作成する 
LDAP ドメインのデフォルト名でもあります。
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Directory Server のデフォルトインスタンスの起
動および確認

Directory Server は、ログインとポータルサービス、メッセージングサービス、および

カレンダサービス用の認証をサポートするディレクトリサービスを提供します。評価
配備の確認は、Directory Server のデフォルトインスタンスが起動および管理可能であ

ることを確認することから始めます。

ここでは、次のことを学習します。

• Administration Server を起動および停止する方法。

• Directory Server を起動および停止する方法。

• Administration Server コンソールを使用して LDAP ディレクトリの内容を表示
し、Directory Server が正しく設定されていることを確認する方法。

Administration Server の起動
Directory Server のデフォルトインスタンスを起動する前に、Administration Server 
を起動します。Administration Server は、Directory Server のための管理ツールです。

➤ Administration Server を起動するにはを起動するにはを起動するにはを起動するには

1. サーバールートのディレクトリに移動します。

cd /var/opt/mps/serverroot

2. 次のコマンドを実行して、Administration Server を起動します。

./start-admin

Administration Server が起動し、一連の起動メッセージが表示されます。起動プ
ロセスには、しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次の
メッセージが表示されます。

startup:server started successfully
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Directory Server のデフォルトインスタンスの起動
Administration Server を起動した後、Directory Server のデフォルトインスタンスを

起動します。

➤ Directory Server のデフォルトインスタンスを起動するにはのデフォルトインスタンスを起動するにはのデフォルトインスタンスを起動するにはのデフォルトインスタンスを起動するには

1. Directory Server のデフォルトインスタンスのディレクトリに移動します。ディレ
クトリ名にはホストシステムの非修飾名が含まれます。

cd /var/opt/mps/serverroot/slapd-unqualified_evaluation_host 

2. 次のコマンドを実行して、Directory Server を起動します。

./start-slapd

Directory Server が起動します。メッセージは表示されません。

Directory Server インスタンスを確認するための、
サーバーコンソールの使用
Directory Server を起動した後、サーバーコンソールを起動して、LDAP ディレクトリ

の設定を確認します。

➤ LDAP ディレクトリの設定を確認するにはディレクトリの設定を確認するにはディレクトリの設定を確認するにはディレクトリの設定を確認するには

1. serverroot ディレクトリに移動します。

cd /var/opt/mps/serverroot

2. 次のコマンドを実行して、サーバーコンソールを起動します。

./startconsole &

「Sun Java System サーバーコンソールログイン」ダイアログボックスが表示され
ます。

3. 管理者の ID (admin) およびパスワード (password) を入力して、「了解」をクリッ
クします。

「Server Console」が表示され、Administration Server ドメインのサーバーおよび
アプリケーションに関する情報が表示されます。図 3-1 は、example.com ドメイ
ンに関する情報を示しています。実際のドメインに関しても、同様の情報が表示
されます。
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図 3-1 Server Console の「サーバーとアプリケーション」タブ

4. 「サーバーとアプリケーション」タブ上のノードを展開し、Directory Server のデ
フォルトインスタンスを表すノードを見つけます。

a. 最上位のノードは、デフォルトの Administration Server ドメインを表しま
す。図 3-1 では、最上位のノードは example.com と示されているノードです。
実際のコンソールウィンドウでは、最上位のノードには evaluation_domain が
示されます。

b. 次のレベルには、Administration Server ドメイン内のシステムを表すノード
があります。図 3-1 では、example.com には evaluation.example.com という
名前のシステムが 1 つ含まれています。実際のコンソールウィンドウでは、
evaluation_host が示されます。

c. 次のレベルは「Server Group」と呼ばれるノードです。このノードには、
evaluation_host で稼動しているコンポーネントインスタンスがグループ化され
ます。図 3-1 では、evaluation.example.com で稼動しているコンポーネント
インスタンスが Server Group ノードでグループ化されています。
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d. 次のレベルには、Server Group 内の個々のコンポーネントインスタンスを表
すノードがあります。これらのノードのいずれかが、Directory Server のデ
フォルトインスタンスを表します。図 3-1 では、そのノードは Directory 
Server (evaluation.example.com) と示されているノードです。実際のコン
ソールウィンドウでは、そのノードは Directory Server (evaluation_host) と示さ
れます。

Directory Server のデフォルトインスタンスを表すノードをダブルクリックし
ます。「Sun Java System Directory Server」ウィンドウが表示されます。

5. 「ディレクトリ」タブをクリックします。

LDAP ディレクトリツリーが表示されます。

図 3-2 デフォルトの LDAP ディレクトリツリー 

6. インストーラによって設定されたデフォルトの LDAP ドメインを確認します。

デフォルトの LDAP ドメインには、evaluation_domain と同じ名前が付いています。
デフォルトの LDAP ドメインノードは、個々のドメインコンポーネントでラベル
付けされます。たとえば、evaluation_domain が example.com の場合、デフォルト
の LDAP ドメインノードは、dc=example,dc=com とラベル付けされます。図 3-2 
は、example.com のデフォルトの LDAP ドメインを示しています。実際の LDAP 
ドメインの場合も同様の画面が表示されます。

7. インストーラによって設定されたサンプルの LDAP ディレクトリエントリを見つ
けます。
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a. デフォルトの LDAP ドメインノードを展開します。

b. 「People」コンテナをクリックします。

右区画に「People」コンテナの内容が表示されます。図 3-2 は、
evaluation.example.com 上の Directory Server のデフォルトインスタンスの

「People」コンテナを示しています。evaluation_host 上の Directory Server イン
スタンスの場合も同様の画面が表示されます。

8. 「People」コンテナに、amAdmin、anonymous、および authlessanonymous のエ
ントリが含まれていることを確認します。

インストール中に要求したサンプルデータが Java Enterprise System インストーラ
によって LDAP ディレクトリに読み込まれたことが、これらのエントリによって
確認されます。

9. サーバーコンソールを稼働したままにしておきます。

Web Server のデフォルトインスタンスの起動
Directory Server を起動した後に、Web Server のデフォルトインスタンスを起動しま

す。Web Server を起動すると、Identity Server および Portal Server も起動します。

➤ Web Server のデフォルトインスタンスを起動するにはのデフォルトインスタンスを起動するにはのデフォルトインスタンスを起動するにはのデフォルトインスタンスを起動するには

1. Web Server デフォルトインスタンスのディレクトリに移動します。ディレクトリ
名には、Web Server をインストールしたシステムの完全修飾名が含まれます。

cd /opt/SUNWwbsvr/https-evaluation_host

2. 次のコマンドを実行して、Web Server を起動します。

./start

Web Server により、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表
示されます。

startup: server started successfully
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Identity Server のデフォルトインスタンスの確認
Web Server のデフォルトインスタンスを起動すると、Web Server の Web コンテナで

稼動する 2 つのコンポーネント、Identity Server および Portal Server が起動します。

ここでは、次のことを学習します。

• Identity Server 管理コンソールを起動および停止する方法。

• Identity Server 管理コンソールを使用して、Identity Server が LDAP ディレクト
リにアクセスできることを確認する方法。

➤ Identity Server 管理コンソールにログインし、管理コンソールにログインし、管理コンソールにログインし、管理コンソールにログインし、Identity Server を確認するにはを確認するにはを確認するにはを確認するには

1. Web ブラウザで、次の URL を開きます。

http://evaluation_host/amconsole/index.html

「ログイン」ページが表示されます。

2. 管理ユーザーの ID (amadmin) とパスワード (password) を入力します。「ログイ
ン」をクリックします。

コンソールに、デフォルトの Identity Server ドメインに関する情報が表示されま
す。

3. Identity Server が正しく設定されていることを確認するには、Identity Server ドメ
イン名を確認します。このドメイン名は、evaluation_domain 内の最初のドメインコ
ンポーネントと一致する必要があります。たとえば、ドメインが example.com の
場合、コンソールには example と表示されます。

図 3-3 では、example ドメインに関する情報がコンソールに表示されています。
ドメイン名は、「アイデンティティ管理」タブ直下の左区画に表示されます。
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図 3-3 Identity Server 管理コンソール 

4. Identity Server コンソールからログアウトします。ページの右上隅にある「ログ
アウト」をクリックします。
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Portal Server のデフォルトインスタンスの確認
第 2 章のインストール手順により、サンプルポータルデスクトップが作成されます。

ここでは、サンプルポータルデスクトップを開いて、Portal Server が稼動しているこ

とを確認します。

➤ サンプルポータルデスクトップを表示し、サンプルポータルデスクトップを表示し、サンプルポータルデスクトップを表示し、サンプルポータルデスクトップを表示し、Portal Server のデフォルトインスタンのデフォルトインスタンのデフォルトインスタンのデフォルトインスタン
スを確認するにはスを確認するにはスを確認するにはスを確認するには

1. Web ブラウザで、次の URL を開きます。

http://evaluation_host/portal/dt

Portal Server のサンプルデスクトップが表示されます。図 3-4 はサンプルデスク
トップを示しています。サンプルデスクトップを開くことで、Portal Server のデ
フォルトインスタンスが稼動していることが確認されます。

図 3-4 サンプルポータルデスクトップ
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Directory Server に対する LDAP スキーマ 2 用の
設定

第 2 章のインストール手順により、デフォルトの LDAP スキーマで LDAP ディレクト

リが作成されます。Messaging Server および Calendar Server のインスタンスを設定

する前に、LDAP ディレクトリツリーにスキーマ 2 を適用する必要があります。

スキーマ 2 により、共有ユーザーエントリをサポートする LDAP 属性が追加されま

す。スキーマ 2 のディレクトリツリーにユーザーエントリを作成すると、そのユー

ザーエントリは、Identity Server で認証を受けて、Java ES コンポーネントによって提

供される任意のサービスにログインできます。

ここでは、次のことを学習します。

• Directory Server 準備ツールを使用して LDAP ディレクトリツリーにスキーマ 2 
を適用する方法。

• 管理コンソールを使用してスキーマ 2 を確認する方法。

ディレクトリツリーへの LDAP スキーマ 2 の適用
この手順では、Directory Server 準備ツール (comm_dssetup.pl と呼ばれる Perl スクリ

プト ) を実行し、LDAP ディレクトリツリーにスキーマ 2 を適用します。

➤ ディレクトリツリーにスキーマディレクトリツリーにスキーマディレクトリツリーにスキーマディレクトリツリーにスキーマ 2 を適用するにはを適用するにはを適用するにはを適用するには

1. 準備ツールのディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWmsgsr/lib

2. 次のコマンドを実行して、準備ツールを起動します。

perl comm_dssetup.pl

準備ツールにより一連のメッセージが表示され、次のプロンプトが表示されます。
Do You Want To Continue? [Y]. 

3. Enter キーを押してデフォルト値を受け入れます。

準備ツールにより次のプロンプトが表示されます。

注 このスクリプトにより、一連のプロンプトが表示されます。ほとんどのプ
ロンプトには、Enter キーを押してデフォルト値を受け入れることで応答
します。デフォルト値は、Directory Server のデフォルトインスタンスを
示すものです。



Directory Server に対する LDAP スキーマ 2 用の設定

52 Java Enterprise System 2004Q2 • 配備実例集 : 評価のシナリオ

Enter the Full Path to the Directory Where The Sun ONE Directory Server 
was Installed.

4. Enter キーを押してデフォルト値の「/var/opt/mps/serverroot」を受け入れま
す。

準備ツールにより Directory Server のインスタンスが番号表示されたリストが表
示され、次のプロンプトが表示されます。

Which Instance Do You Want? [1]. 

5. Java Enterprise System インストーラによって作成された Directory Server のデ
フォルトインスタンスを選択します。評価配備の場合、通常、evaluation_host 上に
あるインスタンスは 1 つだけです。

❍ このプロンプトのデフォルト値「1」に正しいインスタンス、つまり、インスタン
ス名が evaluation_host で終わるインスタンスが指定されている場合は、Enter キー
を押してデフォルト値を受け入れます。

❍ 複数の Directory Server インスタンスがある場合は、Directory Server のデフォル
トインスタンスの数を入力し、Enter キーを押します。

準備ツールにより次のプロンプトが表示されます。

Please Enter The Directory Manager DN [cn=Directory Manager].

6. Enter キーを押してデフォルト値の「cn=Directory Manager」を受け入れます。

準備ツールにより、Directory Manager のパスワードを要求するプロンプトが表示
されます。

7. 「password」と入力し、Enter キーを押します。

準備ツールにより次のプロンプトが表示されます。

Will This Directory Server Be Used For Users/Groups? [Yes]. 

8. Enter キーを押してデフォルト値を受け入れます。

準備ツールにより次のプロンプトが表示されます。

Please Enter The Users/Groups Base Suffix [o=usergroup].

9. evaluation_domain を表すドメインコンポーネントを入力します。たとえば、
evaluation_domain が example.com の場合、「dc=example,dc=com」と入力します。

注 evaluation_domain 名にサブドメインが含まれる場合、名前の各ドメイ
ンコンポーネントを個別に指定する必要があります。たとえば、
evaluation_domain が my.example.com の場合、

「dc=my,dc=example,dc=com」と入力します。
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準備ツールにより Sun ONE LDAP スキーマのリストが表示され、次のプロンプト
が表示されます。

Please Enter The Schema Type (1, 1.5, 2) [2].

10. デフォルト値が「2」であることを確認し、Enter キーを押します。

準備ツールにより次のプロンプトが表示されます。

Do You Want To Update The Schema Files? [Yes]. 

11. Enter キーを押してデフォルト値の「Yes」を受け入れます。

準備ツールにより次のプロンプトが表示されます。

Do You Want To Configure New Indexes? [Yes]. 

12. Enter キーを押してデフォルト値の「Yes」を受け入れます。

準備ツールにより次のプロンプトが表示されます。

Do You Want To Reindex The New Indexes Now? [yes]. 

13. Enter キーを押してデフォルト値の「yes」を受け入れます。

準備ツールは入力した値の要約を表示し、次のプロンプトを表示します。

Do You Want To Continue? [Y]. 

14. 入力した値を確認します。Enter キーを押してデフォルト値の「y」を受け入れま
す。

準備ツールは「generating files」で始まる、一連の情報メッセージを表示します。
これにはしばらく時間がかかることがあります。

準備ツールによりスクリプトファイルが生成され、次のプロンプトが表示されま
す。

Ready to execute the script now.Do you want to continue? [Y]. 

15. Enter キーを押してデフォルト値の「Y」を受け入れます。

準備ツールは生成されたスクリプトを実行し、Directory Server インスタンスを設
定します。これにはしばらく時間がかかることがあります。

スクリプトは、次のメッセージで終了する、一連の長い情報メッセージを表示し
ます。

Successful Completion

ディレクトリツリーに対するスキーマ 2 の設定はこれで完了です。
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ディレクトリツリーの確認
この手順は、Directory Server 準備ツールにより行われた設定を、サーバーコンソール

を使用して確認する方法について説明します。

➤ Directory Server にスキーマにスキーマにスキーマにスキーマ 2 が設定されていることを確認するにはが設定されていることを確認するにはが設定されていることを確認するにはが設定されていることを確認するには

1. サーバーコンソールの「Directory Server」ウィンドウに戻ります。

2. 「表示」メニューで、「再表示」を選択します。

ディレクトリツリーの画面が更新されます。

図 3-5 スキーマ 2 のディレクトリツリー

3. 新しいディレクトリ構造を確認します。

図 3-5 と図 3-2 を比較します。dc=example,dc=com の枝にある新しい LDAP エン
トリに注意します。実際のディレクトリツリーでも同様の変更が確認されます。

これにより、ディレクトリツリーにスキーマ 2 が適用されたことが確認されます。
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Messaging Server の設定
ここでは、次のことを学習します。

• Messaging Server 設定ウィザードを使用して、Messaging Server インスタンスを
作成および設定する方法。

• Messaging Server インスタンスを起動および停止する方法。

• Messaging Server 設定ウィザードで行われたディレクトリツリーの設定を確認す
る方法。

Messaging Server インスタンスの設定
この手順では、Messaging Server 設定ウィザードを実行して、Messaging Server イン

スタンスを作成および設定します。

➤ Messaging Server インスタンスを作成および設定するにはインスタンスを作成および設定するにはインスタンスを作成および設定するにはインスタンスを作成および設定するには

1. Messaging Server ディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWmsgsr/sbin

2. 次のコマンドを実行して、設定ウィザードを起動します。

./configure

設定ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。

3. 「次へ」をクリックします。

「設定およびデータファイルの格納先ディレクトリを選択」ページが表示されま
す。

4. 「次へ」をクリックしてデフォルト値の /var/opt/SUNWmsgsr を受け入れます。

「新規ディレクトリを作成しますか ?」ダイアログボックスが表示されます。

5. 「ディレクトリを作成」をクリックします。

「設定するコンポーネントを選択」ページが表示されます。

6. 「次へ」をクリックして、Message Transfer Agent、Message Store、および 
Messenger Express が選択されているデフォルト値を受け入れます。

注 Java ES を以前インストールしてアンインストールした場合は、
/var/opt/SUNWmsgsr が空ではない、という異なるダイアログボック
スが表示されます。「受け入れる」をクリックして、既存のディレクト
リを上書きします。
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「Messaging Server のユーザーとグループ」ページが表示されます。

7. 次の操作を行います。

❍ 「UNIX ユーザー名の入力」テキストフィールドのデフォルト値が mailsrv である
ことを確認します。

❍ 「UNIX グループの入力」テキストフィールドのデフォルト値が mail であること
を確認します。

「次へ」をクリックします。「設定ディレクトリサーバーパネル」ページが表示さ
れます。

図 3-6 設定ディレクトリサーバーのページ

8. 次の操作を行います。

❍ 「設定サーバー LdapURL」テキストフィールドのデフォルト値が 
ldap://evaluation_host:389 であることを確認します。

❍ 「次でバインド」テキストフィールドのデフォルト値が cn=Directory Manager 
であることを確認します。Directory と Manager の間にはスペースがあります。

❍ 「パスワード」テキストフィールドに、「password」と入力します。
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「次へ」をクリックします。「設定ディレクトリサーバーパネル」ページが表示さ
れます。

9. 次のデフォルト値を確認します。

❍ 「ユーザー / グループサーバー LdapURL」テキストフィールドのデフォルト値が 
ldap://evaluation_host:389 であることを確認します。

❍ 「次でバインド」テキストフィールドのデフォルト値が cn=Directory Manager 
であることを確認します。Directory と Manager の間にはスペースがあります。

❍ 「パスワード」テキストフィールドのデフォルト値が password であることを確認
します。

「次へ」をクリックします。「ポストマスターのメールアドレス」ページが表示さ
れます。

図 3-7 「ポストマスターのメールアドレス」ページ

10. 次の操作を行います。

❍ 「メールアドレスを入力」テキストフィールドに、「test.user@evaluation_domain」
と入力します。
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「次へ」をクリックします。「すべての管理アカウントのパスワード」ページが表
示されます。

図 3-8 「すべての管理アカウントのパスワード」ページ

11. 次の値を入力して、Messaging Server 用の管理パスワードを設定します。

❍ 「パスワードを入力」テキストフィールドに、「password」と入力します。

❍ 「確認のためパスワードを再入力」テキストフィールドに、「password」と入力
します。

「次へ」をクリックします。「デフォルトの電子メールドメイン」ページが表示さ
れます。
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図 3-9 「デフォルトの電子メールドメイン」ページ

12. 次の操作を行います。

❍ 「電子メールドメインを入力」テキストフィールドのデフォルト値が 
evaluation_domain であることを確認します。

「次へ」をクリックします。「デフォルト電子メールドメインの組織 DN」ページ
が表示されます。

13. 次の操作を行います。

❍ 「組織 DN を入力」テキストフィールドのデフォルト値が 
o=evaluation_domain,dc=domain_componnent1, dc=domain_component2 であることを
確認します。ドメインに含まれるドメインコンポーネントが 2 つより多い場合は、
それらすべてを指定する必要があります。たとえば、ドメインが、
my.example.com の場合、「dc=my,dc=example,dc=com」と入力する必要があり
ます。

注 この設定ウィザードにより、「組織 DN を入力」テキストフィールドで
指定した名前が付いた新しい組織が LDAP ツリー内に作成されます。
新しい LDAP 組織には Java ES ユーザーを追加します。
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「次へ」をクリックします。「設定する準備が整いました」ページが表示されます。

14. 情報を確認します。「今すぐ設定」をクリックします。

15. 設定プロセスが完了すると、「インストールサマリ」ページが表示されます。

16. 表示された概要を確認し、「閉じる」をクリックします。

17. Messaging Server ディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWmsgsr/sbin

18. 次のコマンドを実行して、Messaging Server との通信に使用するポートを指定し
ます。

./configutil -o service.http.port -v 88

./configutil -o service.http.sslport -v 448

19. 次のコマンドを実行して、Messaging Server を起動します。

./start-msg

起動プロセスにより、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表
示されます。

starting job-controller server

Messaging Server のインスタンスの作成および起動はこれで完了です。

ディレクトリツリーの確認
この手順では、Messaging Server 設定ツールによってディレクトリツリーに追加の設

定が行われたことを、Sun Java System サーバーコンソールを使用して確認する方法を

説明します。

➤ Messaging Server の設定によりディレクトリツリーが変更されたことを確認するの設定によりディレクトリツリーが変更されたことを確認するの設定によりディレクトリツリーが変更されたことを確認するの設定によりディレクトリツリーが変更されたことを確認する
にはにはにはには

1. サーバーコンソールの「Directory Server」ウィンドウに戻ります。

2. 「表示」メニューで、「再表示」を選択します。

ディレクトリツリーの画面が更新されます。
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図 3-10 Messaging Server の設定によって変更されたスキーマ 2 のディレクト
リツリー

3. 変更されたディレクトリツリーを確認します。

LDAP 組織の新しいノードがあることを確認します。図 3-5 では、デフォルトの 
LDAP ドメインノード (dc=example,dc=com) に、example.com とラベル付けされ
たサブノードがあります。example.com ノードは、Messaging Server 設定ツール
で作成された LDAP 組織を表します。新しい組織の完全な LDAP 名は、
o=example.com,dc=example,dc=com です。実際のディレクトリツリーでも、新
しい組織の同様のノードが表示されます。

4. 新しい LDAP 組織のノードをクリックします。

注 新しい LDAP 組織は、シングルサインオンおよびプロキシ認証をサ
ポートします。Java ES で使用する LDAP エントリを作成する場合、
それらのエントリをこの LDAP 組織に追加します。
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右区画に、組織の内容が表示されます。

5. 組織のオブジェクトクラスが iplanet-am-managed-people-container であること
を確認します。

a. 右区画で、「People」コンテナを右クリックし、次にメニューから「汎用エ
ディタで編集」を選択します。

汎用エディタが表示されます。

図 3-11 「汎用エディタ」
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b. 汎用エディタで、「オブジェクトクラス」テキストフィールドの値が、
iplanet-am-managed-people-container であることを確認します。これによ
り、スキーマ 2 のディレクトリツリーに対して Java Enterprise System メッ
セージングサービスを正常に設定したことが確認されます。

c. 「了解」をクリックして、汎用エディタを閉じます。

6. コンソールを終了します。

Calendar Server インスタンスの設定
ここでは、次のことを学習します。

• Calendar Server 設定ウィザードを使用して、Calendar Server インスタンスを作
成する方法。

• Calendar Server インスタンスを起動および停止する方法。

➤ Calendar Server インスタンスを作成および設定するにはインスタンスを作成および設定するにはインスタンスを作成および設定するにはインスタンスを作成および設定するには

1. Calendar Server ディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWics5/cal/sbin

2. 次のコマンドを実行して、設定ウィザードを起動します。

./csconfigurator.sh

設定ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。

3. 「次へ」をクリックして続行します。

「管理、ユーザー設定、および認証」ページが表示されます。
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図 3-12 「管理、ユーザー設定、および認証」ページ

4. 次の操作を行います。

❍ 「LDAP サーバーのホスト名」テキストフィールドのデフォルト値が 
evaluation_host であることを確認します。

❍ 「LDAP サーバーのポート」テキストフィールドのデフォルト値が 389 であること
を確認します。

❍ 「Directory Manager DN」テキストフィールドに、「cn=Directory Manager」
と入力します。「Directory」と「Manager」の間にはスペースを入力する必要が
あります。

❍ 「Directory Manager のパスワード」テキストフィールドに、「password」と入力
します。

❍ 「ベース DN」テキストフィールドに、LDAP 組織の DN を入力します。たとえ
ば、LDAP 組織が example.com の場合、「o=example.com,dc=example,dc=com」
と入力します。
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❍ 「管理者のユーザー ID」テキストフィールドのデフォルト値が calmaster である
ことを確認します。

❍ 「管理者のパスワード」テキストフィールドに、「password」と入力します。

「次へ」をクリックします。ウィザードにより、Directory Server のデフォルトイ
ンスタンスへの接続が確認されます。「質問」ダイアログボックスが表示されま
す。

5. 「作成する」をクリックして、calmaster ユーザーを作成します。

「メールと電子メールアラーム」ページが表示されます。

図 3-13 「メールと電子メールアラーム」ページ

注 LDAP 組織のデフォルト名は、evaluation_domain に基づいていま
す。組織名の形式は次のとおりです。
o=evaluation_domain,dc=domain_component1,dc=domain_component2

evaluation_domain にサブドメインが含まれる場合、名前の各ドメ
インコンポーネントを個別に指定する必要があります。たとえ
ば、evaluation_domain が my.example.com の場合、

「dc=my,dc=example,dc=com」と入力します。
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6. 次の操作を行います。

❍ 「電子メールアラーム」に、デフォルトで「有効」が選択されていることを確認し
ます。

❍ 「管理者のメールアドレス」テキストフィールドに、
「test.user@evaluation_domain」と入力します。

❍ 「SMTP ホスト名」テキストフィールドのデフォルト値が evaluation_host であるこ
とを確認します。

「次へ」をクリックします。「SMTP ホストへの接続」ダイアログボックスが表示
される場合があります。

7. 「SMTP ホストへの接続」ダイアログボックスで、「了解」をクリックし、「次へ」
をクリックして続行します。

「ランタイム設定」ページが表示されます。

図 3-14 「ランタイム設定」ページ

8. 次の操作を行います。

❍ 「サービスポート」テキストフィールドに、「89」と入力します。
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❍ 「最大セッション」テキストフィールドのデフォルト値が 5000 であることを確認
します。

❍ 「最大スレッド」テキストフィールドのデフォルト値が 20 であることを確認しま
す。

❍ 「サーバープロセスの数」テキストフィールドのデフォルト値が 1 であることを確
認します。

❍ 「ランタイムユーザー ID」テキストフィールドのデフォルト値が icsuser である
ことを確認します。

❍ 「ランタイムグループ ID」テキストフィールドのデフォルト値が icsgroup である
ことを確認します。

❍ 「設定が成功したら起動する」が選択されていることを確認します。

❍ 「システムの起動時に起動する」が選択されていることを確認します。

「次へ」をクリックします。「新しいユーザー ID を作成しますか ?」ダイアログ
ボックスが表示されます。

9. 「ユーザー ID を作成」をクリックします。

「設定ファイルおよびデータファイルの保存先ディレクトリ」ページが表示されま
す。

10.「設定ファイルおよびデータファイルの保存先ディレクトリ」ページで、「次へ」
をクリックしてデフォルト値を受け入れます。

「新規ディレクトリを作成しますか ?」ダイアログボックスが表示されます。

11.「新規ディレクトリを作成しますか ?」ダイアログボックスで、「ディレクトリを
作成」をクリックします。新しいディレクトリごとに、これを実行します。

「設定する準備が整いました」ページが表示されます。

12.「今すぐ設定」をクリックします。

設定が完了すると、「設定サマリ」ページが表示されます。

13. 詳細を確認し、「閉じる」をクリックします。

注 Java Enterprise System を以前インストールしてアンインストールした
場合は、/var/opt/SUNWmsgsr が空ではない、という異なるメッセー
ジが表示されます。既存のディレクトリを上書きするためにクリック
します。ディレクトリごとに、これを実行します。

注 「ランタイム設定」ページで、「設定が成功したら起動する」オプショ
ンを選択しました。ここで、Calendar Server が自動的に起動します。
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評価配備内のすべてのサーバーの確認、設定、および起動はこれで完了です。
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第 4 章

評価配備用のユーザー管理

この章では、LDAP 組織を設定する方法と Messaging Server、Calendar Server、およ

び Portal Server にログインできるユーザーアカウントをプロビジョニングする方法に

ついて説明します。この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 「Java Enterprise System ユーザー管理について」

• 70 ページの「ユーザー管理ユーティリティの設定」

• 73 ページの「メールサービス、カレンダサービス、およびポータルサービス用の 
LDAP 組織の設定」

• 77 ページの「エンドユーザーアカウントのプロビジョニング」

Java Enterprise System ユーザー管理について
この章では、ユーザー管理の 3 つの側面を説明します。

• ユーザー管理ユーティリティの設定。Directory Server のデフォルトインスタンス
の操作を行うために、ユーザー管理ユーティリティを設定します。

• LDAP 組織の管理。メッセージングサービス、カレンダサービス、およびポータ
ルサービス用の認証に必要な LDAP 属性とオブジェクトクラスを追加します。

• ユーザーアカウントのプロビジョニング。LDAP 組織内に、エンドユーザーのア
カウントを表す LDAP エントリを作成します。組織ではスキーマ 2 が使用される
ので、1 つのユーザーエントリには、設定したメッセージングサービス、カレン
ダサービス、およびポータルサービスにログインするために必要なすべての 
LDAP 属性とオブジェクトクラスが含まれます。
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ユーザー管理ユーティリティの設定
ここでは、ユーザー管理ユーティリティの設定について説明します。ユーザー管理
ユーティリティの設定では、次の作業を行います。

• ユーティリティ実行対象の Directory Server インスタンスの指定。この場合、デ
フォルトの Directory Server インスタンスです。

• ユーザー管理ユーティリティがデフォルトの Directory Server インスタンスに接
続するために必要な管理者 ID とパスワードの入力。

➤ Identity Server ユーザー管理ユーティリティを設定するにはユーザー管理ユーティリティを設定するにはユーザー管理ユーティリティを設定するにはユーザー管理ユーティリティを設定するには

1. ユーザー管理ユーティリティのディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWcomm/sbin

2. 次のコマンドを実行して、設定ウィザードを起動します。

./config-iscli

設定ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。

3. 「次へ」をクリックします。

「設定およびデータファイルの格納先ディレクトリを選択」ページが表示されま
す。

4. 「次へ」をクリックしてデフォルトの設定データディレクトリを受け入れます。

「Create New Directory」ダイアログボックスが表示されます。

5. 「ディレクトリを作成」をクリックします。

「設定するコンポーネントを選択」ページが表示されます。

6. コンポーネントの「Commcli Client」および「Commcli Server」の両方が選択さ
れていることを確認します。「次へ」をクリックします。

「ISHostPort」ページが表示されます。

7. 「Hostname」と「Port」のデフォルト値に evaluation_host 上の Identity Server イン
スタンスが指定されていることを確認します。

❍ 「Hostname」テキストフィールドには、evaluation_host が表示されます。

❍ 「Port」テキストフィールドには、80 が表示されます。

「次へ」をクリックします。「Default Domain」ページが表示されます。

8. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Default SSL Port for Commcli Client」が表示されます。

9. 「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。
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「Identity Server Base Directory」ページが表示されます。

10.「次へ」をクリックしてデフォルトの値を受け入れます。

「Directory (LDAP) Server」ページが表示されます。

11. 次の操作を行って、デフォルトの Directory Server インスタンスを特定します。

❍ 「LdapURL」テキストフィールドのデフォルト値 ldap://evaluation_host:389 を受
け入れます。

❍ 「Bind As」テキストフィールドのデフォルト値 cn=Directory Manager を受け入
れます。Directory と Manager の間にはスペースがあります。

❍ 「Password」テキストフィールドに、「password」と入力します。

「次へ」をクリックします。「Identity Server Top Level Administrator」ページが
表示されます。

12. 次の操作を行います。

❍ 「User Name」テキストフィールドのデフォルト値 amadmin を受け入れます。

❍ 「Password」テキストフィールドに、「password」と入力します。

「次へ」をクリックします。「Identity Server Internal LDAP Authentication 
Password」ページが表示されます。

13. 次の操作を行います。

❍ 「User Name」テキストフィールドのデフォルト値 amldapuser を受け入れます。

❍ 「Password」テキストフィールドに、「ldappassword」と入力します。

「次へ」をクリックします。「Web Server Instance Directory」ページが表示されま
す。

14. デフォルトの値が evaluation_host 上の Web Server インスタンスであることを確認
します。次のような値が表示されます。

/opt/SUNWwbsvr/evaluation_host 

「次へ」をクリックします。「Organization DN for the Default Domain」が表示さ
れます。

15. デフォルトの組織 DN に、Messaging Server 設定ウィザードで作成された LDAP 
組織が指定されていることを確認します。

次のような値が表示されます。

o=example.com,dc=example,dc=com

「次へ」をクリックします。「Top Level Administrator for the Default 
Organization」ページが表示されます。

16. 次の操作を行います。
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❍ デフォルトの管理ユーザー ID を受け入れます。

❍ 管理パスワードに「password」と入力します。

「次へ」をクリックします。「設定する準備が整いました」ページが表示されます。

17. 設定の概要を確認します。

「今すぐ設定」をクリックします。「作業シーケンスを起動中」ページが表示され
ます。設定が完了すると、「シーケンスを完了」ページが表示されます。

18. メッセージを確認し、ユーザー管理ユーティリティが正しく設定されたことを確
認します。次のメッセージが表示されます。

All Tasks Completed

「次へ」をクリックします。「Web Server Restart」ダイアログボックスが表示され
ます。

19.「了解」をクリックします。

「インストールサマリ」ページが表示されます。

20.「インストールサマリ」ページで、設定の詳細を確認します。

「閉じる」をクリックします。設定ウィザードが閉じます。

21. Web Server デフォルトインスタンスのディレクトリに移動します。ディレクトリ
名には、Web Server をインストールしたシステムの完全修飾名が含まれます。

cd /opt/SUNWwbsvr/https-evaluation_host 

22. 次のコマンドを実行して、Web Server を停止します。

./stop

23. 次のコマンドを実行して、Web Server を起動します。

./start

Web Server により、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表
示されます。

startup: server started successfully

デフォルトの Directory Proxy Server インスタンスの操作を行うための、ユーザー管

理ユーティリティの設定はこれで完了です。
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メールサービス、カレンダサービス、および
ポータルサービス用の LDAP 組織の設定

ユーザーが Java ES サービスにログインしようとすると、サービスにより LDAP 認証

が実行され、サービスを使用する権限がユーザーにあるかどうかが判別されます。
LDAP 認証では、サービスに対するアクセスが許可されていることを示す特定のオブ

ジェクトクラスと属性が、ユーザーの LDAP データに含まれているかどうかが調べら

れます。

• それらの特定のオブジェクトクラスと属性がユーザーの LDAP データに含まれて
いる場合、ユーザーはログインを許可されます。

• それらのオブジェクトクラスと属性がユーザーの LDAP データに含まれていない
場合、ユーザーはログインを拒否されます。

Java ES サービスごとに、認証に使用されるオブジェクトクラスと属性の集合がありま

す。

認証に使用される LDAP オブジェクトクラスと属性は、LDAP 組織にユーザーアカウ

ントを作成する前に、組織に追加します。属性とオブジェクトクラスの追加は、ス
キーマの拡張と呼ばれます。

ここでは、メッセージングサービス、カレンダサービス、およびポータルサービスの
認証に使用されるオブジェクトクラスと属性で LDAP 組織のスキーマを拡張する方法

を説明します。

➤ メッセージングサービスおよびカレンダサービス用にメッセージングサービスおよびカレンダサービス用にメッセージングサービスおよびカレンダサービス用にメッセージングサービスおよびカレンダサービス用に LDAP 組織のスキーマを拡組織のスキーマを拡組織のスキーマを拡組織のスキーマを拡
張するには張するには張するには張するには

1. ユーザー管理ユーティリティのディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWcomm/bin

2. commadmin domain modify コマンドを次のように使用して、LDAP 組織を拡張し
ます。

./commadmin domain modify -D admin -w password -S mail -H 
evaluation_host -S cal -B evaluation_host -P allowProxyLogin:yes -T 
America/Los_Angeles

3. DNS ドメイン名の入力を要求するプロンプトが表示される場合があります。その
場合は、evaluation_domain を入力して Enter キーを押します。

このコマンドにより、LDAP 組織に対するメールサービスおよびカレンダサービスの

認証に必要な LDAP 属性とオブジェクトクラスが追加されます。
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➤ ポータルサービス用にポータルサービス用にポータルサービス用にポータルサービス用に LDAP 組織のスキーマを拡張するには組織のスキーマを拡張するには組織のスキーマを拡張するには組織のスキーマを拡張するには

ここでは、Identity Server コンソールを使用して、ポータルサービスを LDAP 組織に

登録します。

1. Web ブラウザで、次の URL を開きます。

http://evaluation_host/amconsole

Identity Server コンソールのログインページが表示されます。

2. 管理ユーザー ID (amadmin) とパスワード (password) を入力します。「了解」を
クリックします。

Identity Server 管理コンソールがブラウザに表示されます。デフォルトでは、「ア
イデンティティ管理」タブが選択され、LDAP ドメインに関する情報が表示され
ます。

図 4-1 Sun Java System Identity Server コンソール

図 4-1 は、例のドメインに関する情報が表示されている管理コンソールを示して
います。

❍ 左区画の「アイデンティティ管理」タブの真下に、ドメイン名が表示され、強調
表示されます。



メールサービス、カレンダサービス、およびポータルサービス用の LDAP 組織の設定

第 4 章 評価配備用のユーザー管理 75

❍ 左区画には、ドメイン内の LDAP 組織もリスト表示されます。図 4-1 では、
example.com 組織がリスト表示されています。

3. LDAP 組織の名前をクリックします。

図 4-2 と同様の画面が表示されます。左区画のタイトルバーに、ドメインと 
LDAP 組織が表示されます。

図 4-2 組織の選択

4. 左区画で、「表示」ドロップダウンメニューを開き、「サービス」を選択します。

左区画に、LDAP 組織用に登録されているサービスのリストが表示されます。図 
4-3 と同様の画面が表示されます。初めは、LDAP 組織用に登録されたサービスは
ありません。
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図 4-3 LDAP 組織のサービスの表示

5. 「追加」をクリックします。

右区画に登録可能なサービスのリストが表示されます。

6. Portal Server 設定サービスを登録します。次のサービスを選択します。

❍ NetMail

❍ ポータルデスクトップ

❍ SSO アダプタ

❍ 登録

リストの一番下に表示されている、「了解」ボタンをクリックします。左区画の登
録されたサービスのリストに、選択したサービスが表示されます。

7. コンソールウィンドウを開いたままにしておきます。

メッセージングサービス、カレンダサービス、およびポータルサービス用の LDAP 属
性とオブジェクトクラスのディレクトリツリーへの追加はこれで完了です。
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エンドユーザーアカウントのプロビジョニング
ここでは、ユーザー管理ユーティリティおよび Identity Server コンソールを使用して

ユーザーアカウントをプロビジョニングする方法を説明します。ユーザー ID とパス

ワードを持つ LDAP ユーザーエントリを設定し、ポータルサービス、メールサービ

ス、およびカレンダサービスに対するユーザーアクセスを許可します。

運用システムでは、Java ES 管理者がユーザーを管理します。LDAP 組織計画、LDAP 
データベース管理、および委任管理を含むユーザー管理タスクは、この章では説明さ
れません。

➤ エンドユーザーアカウントを作成するにはエンドユーザーアカウントを作成するにはエンドユーザーアカウントを作成するにはエンドユーザーアカウントを作成するには

1. ユーザー管理ユーティリティのディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWcomm/bin

2. 次のコマンドを実行して、ユーザーアカウントを作成し、そのアカウントをメッ
セージングサービスおよびカレンダサービス用にプロビジョニングします。

./commadmin user create -D admin -w password -l TestUser -F Test -L 
User -W password -S mail -H evaluation_host -E test.user@evaluation_domain 
-S cal -B evaluation_host -J 0 -T America/Los_Angeles

➤ ポータルサービス用にエンドユーザーアカウントをプロビジョニングするにはポータルサービス用にエンドユーザーアカウントをプロビジョニングするにはポータルサービス用にエンドユーザーアカウントをプロビジョニングするにはポータルサービス用にエンドユーザーアカウントをプロビジョニングするには

1. Identity Server コンソールに戻ります。

2. 左区画で、「表示」ドロップダウンメニューを開き、「ユーザー」を選択します。

左区画に、LDAP 組織内のユーザーのリストが表示されます。図 4-4 と同様の画
面が表示されます。リストには、これまでの手順で作成したユーザーが含まれま
す。
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図 4-4 テストユーザーの選択

3. 新規ユーザーを選択します。

デフォルトでは、「Store Administrator」ユーザーが選択されています。ユーザー
のリストで、「TestUser」を見つけます。ユーザー名に続く矢印記号 (>) をクリッ
クします。必要な場合は、左区画を右にスクロールします。

右ページに、テストユーザーのユーザープロパティが表示されます。

4. 新規ユーザー用に登録されているサービスを表示します。

右区画で、「表示」ドロップダウンメニューを開き、「サービス」を選択します。

右区画に、そのユーザー用に登録されているサービスのリストが表示されます。
図 4-5 と同様の画面が表示されます。初めは、テストユーザー用に登録されてい
るサービスはありません。
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図 4-5 テストユーザーのサービスの表示

5. 追加可能なサービスのリストを表示します。

右区画で「追加」をクリックします。右区画に、LDAP 組織で利用可能であるも
のの、テストユーザー用に登録されていないサービスのリストが表示されます。

6. 新規ユーザー用にポータルサービスを追加します。次のサービスを選択します。

❍ NetMail

❍ ポータルデスクトップ

❍ SSO アダプタ

❍ 登録

「了解」ボタンをクリックします。右区画に、そのユーザーに対するサービスの更
新されたリストが表示されます。

7. コンソールからログアウトします。

ユーザーアカウントを作成し、そのアカウントをメッセージジングサービス、カレン
ダサービス、およびポータルサービス用にプロビジョニングする作業はこれで完了で
す。
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第 5 章

ポータルサービス、メッセージングサービス、
およびカレンダサービスの使用

この章では、evaluation_host 上で実行されている Java ES サービスに新規ユーザーアカ

ウントがアクセス可能であることを確認する方法について説明します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 81 ページの「ポータルサービスの使用」

• 82 ページの「メッセージングサービスの使用」

• 83 ページの「カレンダサービスの使用」

ポータルサービスの使用
ここでは、ポータルデスクトップにログインする方法を説明します。

➤ ポータルサービスを使用するにはポータルサービスを使用するにはポータルサービスを使用するにはポータルサービスを使用するには

1. Web ブラウザで、次の URL を開きます。

http://evaluation_host/portal/dt

Portal Server のサンプルポータルのデスクトップが表示されます。

2. デスクトップの「ログイン」セクションで、ユーザーアカウントを作成したとき
に設定したユーザー ID とパスワードを入力します。

❍ ユーザー ID: TestUser 

❍ パスワード : password 

「ログイン」をクリックします。デスクトップの「ユーザー情報」セクションに、
ユーザーの氏名が表示されます。
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これにより、ポータルサービス用にユーザーを正常にプロビジョニングしたことが確
認されます。

メッセージングサービスの使用
ここでは、Messenger Express にログインして、電子メールを自分に送信する方法を

説明します。Messenger Express は、Java ES メッセージングサービスに接続する Web 
ベースのインタフェースです。

➤ メッセージングサービスを使用するにはメッセージングサービスを使用するにはメッセージングサービスを使用するにはメッセージングサービスを使用するには

1. Web ブラウザで、次の URL を開きます。

http://evaluation_host:88

Messenger Express のログインページが表示されます。

2. 次の値を入力します。

❍ ユーザー ID: TestUser 

❍ パスワード : password 

「ログイン」をクリックします。Messenger Express のメインウィンドウが表示さ
れます。図 5-1 と同様の画面が表示されます。

図 5-1 Messenger Express のメインウィンドウ

3. 「新規メッセージ」ボタンをクリックします。
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「新規メッセージ」ウィンドウが表示されます。

4. テストメッセージを作成します。

a. 「差出人」フィールドに、「test.user@evaluation_domain」と入力します。

b. 「件名」フィールドに、「My First Message」と入力します。

c. 「送信」をクリックします。「メッセージの作成」ウィンドウが閉じます。

5. メインウィンドウで、「メールの受信」アイコンをクリックします。

メインウィンドウに、配信されたメールが表示されます。

6. テストメッセージを確認します。次の操作を行います。

a. 「件名」行をクリックし、メッセージウィンドウのテストメッセージを開きま
す。

b. 「閉じる」をクリックして、メッセージウィンドウを閉じます。

7. Messenger Express のメインウィンドウの右上隅にある、「ログアウト」をクリッ
クします。

これにより、メッセージングサービス用にユーザーを正常にプロビジョニングし
たことが確認されます。

カレンダサービスの使用
ここでは、Calendar Express にログインして、カレンダイベントを追加する方法を説

明します。Calendar Express は、Java ES カレンダサービスに接続する Web ベースの

インタフェースです。

➤ カレンダサービスを使用するにはカレンダサービスを使用するにはカレンダサービスを使用するにはカレンダサービスを使用するには

1. Web ブラウザで、次の URL を開きます。

http://evaluation_host:89

Calenar Express の「ログイン」 ページが表示されます。

2. 次の値を入力します。

❍ ユーザー ID: TestUser 

❍ パスワード : password 

「ログイン」をクリックします。Calendar Express のメインウィンドウが表示され
ます。図 5-2 と同様の画面が表示されます。
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図 5-2 Calendar Express のメインウィンドウ

3. 「新しいイベント」をクリックします。「イベントの編集」ウィンドウが表示され
ます。

4. 「イベントの編集」ウィンドウで、イベントを定義するために次の値を入力しま
す。

❍ 「イベントのタイトル」テキストフィールドに、「Test Event」と入力します。

❍ 「日付」フィールドのデフォルト値を受け入れます。

❍ 「時刻」フィールドには、午前 12:00、「継続期間」を 1 時間 00 分とします。

❍ 「プライバシー」フィールドのデフォルト値 ( 公開イベント ) を受け入れます。

❍ 「開催場所」テキストフィールドに、「My Office」と入力します。

❍ 「詳細」テキストフィールドに、「This is my first event」と入力します。

「了解」をクリックします。「イベントの編集」ウィンドウが閉じ、Calendar 
Express のメインウィンドウに戻ります。

5. 作成したイベントが、メインウィンドウに表示されていることを確認します。

6. メインウィンドウの右上隅にある、「ログアウト」をクリックします。

これにより、カレンダサービス用にユーザーを正常にプロビジョニングしたこと
が確認されます。



85

第 6 章

シングルサインオン (SSO) の設定および使用

この章では、evaluation_host に、ポータルサービス、メッセージングサービス、および

カレンダーサービスの Identity Server シングルサインオン (SSO) を設定する方法につ

いて説明します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 85 ページの「サインオンについて」

• 86 ページの「Messaging Server のシングルサインオン用の設定」

• 87 ページの「Calendar Server のシングルサインオン用の設定」

• 88 ページの「シングルサインオン (SSO) の使用」

サインオンについて
シングルサインオンが有効になっているとき、Java ES ユーザーはアクセスする最初の

サービスにログインします。その後、ユーザーは再度ログインすることなく、シング
ルサインオンが有効になっている他のサービスを使用できます。評価シナリオでは、
シングルサインオンは Java ES のポータルサービス、メッセージングサービス、およ

びカレンダサービスに対して有効になっています。運用環境では、Identity Server は、

カスタムアプリケーションを含む他のサービスに対するシングルサインオンもサポー
トします。

シングルサインオンのゲートウェイは Identity Server です。シングルサインオンが有

効になっているサービスに最初にアクセスするとき、ユーザーは Identity Server に
よって認証されます。シングルサインオンが有効になっている他のサービスにアクセ
スするとき、Identity Server は、ユーザーがすでに認証されていることを確認します。

ユーザーは、再度ログインすることなく、次のサービスにアクセスできます。
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Messaging Server のシングルサインオン用の設定
ここでは、Messaging Server のシングルサインオン (SSO) 用の設定について説明しま

す。

➤ SSO 用に用に用に用に Messaging Server を設定するにはを設定するにはを設定するにはを設定するには

1. Messaging Server ディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWmsgsr/sbin

2. 次のように Messaging Server 設定コマンドを実行します。

a. ./configutil -o local.webmail.sso.amnamingurl
-v http://evaluation_host/amserver/namingservice

b. ./configutil -o local.webmail.sso.amcookie
-v iPlanetDirectoryPro

c. ./configutil -o local.webmail.sso.singlesignoff -v 1

d. ./configutil -o service.http.ipsecurity -v no

3. 次のコマンドを実行して、Messaging Server を停止します。

./stop-msg

4. 次のコマンドを実行して、Messaging Server を再起動します。

./start-msg

起動プロセスにより、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表
示されます。

starting job-controller server

Messaging Server の SSO 用の設定は以上で完了です。
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Calendar Server のシングルサインオン用の設定
ここでは、Calendar Server の SSO 用の設定について説明します。

➤ SSO 用に用に用に用に Calendar Server を設定するにはを設定するにはを設定するにはを設定するには

1. Calendar Server 設定ディレクトリに移動します。

cd /etc/opt/SUNWics5/config

2. ics.conf ファイルを編集します。

次の各パラメータを検索し、説明に従って変更します。場合によっては、これは
値を変更し、行のコメントを外すことを意味します。それ以外の場合は、単に行
のコメントを外すことを意味します。

a. local.calendar.sso.amcoookiename を検索します。その項目のコメントを外
します。値は、iPlanetDirectoryPro に設定したままにします。

b. local.calendar.sso.amnamingurl を検索します。その項目のコメントを外
し、値を http://evaluation_host:80/amserver/namingservice に設定します。

c. local.calendar.sso.singlesignoff を検索します。その項目のコメントを外
します。値は、yes に設定したままにします。

d. local.calendar.sso.logname を検索します。その項目のコメントを外しま
す。値は、am_sso.log に設定したままにします。

e. service.http.ipsecurity を検索します。その項目のコメントを外します。
値を no に変更します。

f. render.xslonclient.enable を検索します。値を no に変更します。

3. ics.conf ファイルを保存し、終了します。

4. Calendar Server ディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWics5/cal/sbin

5. 次のコマンドを実行して、Calendar Server を停止します。

./stop-cal

6. 次のコマンドを実行して、Calendar Server を再起動します。

./start-cal

起動プロセスにより、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表
示されます。

Calendar services were started.

Calendar Server の SSO 用の設定はこれで完了です。
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シングルサインオン (SSO) の使用
ここでは、ログイン方法とシングルサインオンの使用方法について説明します。

➤ SSO を使用してポータルサービス、メッセージングサービス、およびカレンダを使用してポータルサービス、メッセージングサービス、およびカレンダを使用してポータルサービス、メッセージングサービス、およびカレンダを使用してポータルサービス、メッセージングサービス、およびカレンダ
サービスにログインするにはサービスにログインするにはサービスにログインするにはサービスにログインするには

1. Web ブラウザで、ポータルサービスにログインします。次の URL を開きます。

http://evaluation_host/portal/dt

Portal Server のサンプルポータルのデスクトップが表示されます。

2. 「メンバーログイン」フィールドを使用して、テストユーザーとしてログインしま
す。次の値を入力します。

❍ ユーザー ID: TestUser

❍ パスワード : password

「ログイン」ボタンをクリックします。デスクトップに、ユーザーの氏名が表示さ
れます。これにより、ログインしたことが確認されます。

3. Web ブラウザで、メッセージングサービスにアクセスします。次の URL を開き
ます。

http://evaluation_host:88

Messenger Express のメインウィンドウが表示されますが、2 回目はログインプロ
ンプトは表示されません。SSO によって認証されます。

4. Web ブラウザで、カレンダサービスにアクセスします。次の URL を開きます。

http://evaluation_host:89

Calendar Express のメインウィンドウが表示されますが、2 回目はログインプロ
ンプトは表示されません。SSO によって認証されます。

5. Calendar Express のメインウィンドウで、ウィンドウの右上隅にある「ログアウ
ト」をクリックします。

Calenar Express の「ログイン」 ページが表示されます。この時点では、SSO が有
効になっているすべてのサービスからログアウトされています。

6. Web ブラウザで、ポータルサービスに再度アクセスを試みます。次の URL を開
きます。

http://evaluation_host/portal/dt

注 ログインしたことにより SSO cooike が設定されます。これにより、
ユーザーが再度ログインすることなく、メッセージングサービスおよ
びカレンダサービスにアクセスできるようになります。
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サンプルポータルの「デスクトップ」ページが表示されます。「メンバーログイ
ン」チャネルが表示され、ログインプロンプトが表示されます。これにより、
SSO が有効になっているサービスを 1 つログアウトしたことによって SSO が有効
になっているすべてのサービスからログアウトしたことが確認されます。

ここでは、Java ES サービスのシングルサインオン用の設定を行い、シングルサインオ

ン認証を使用しました。
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第 7 章

プロキシ認証の設定および使用

この章では、evaluation_host に、ポータルサービス、メッセージングサービス、および

カレンダサービス用のプロキシ認証を設定する方法について説明します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 「プロキシ認証について」

• 92 ページの「ポータル「カレンダー」チャネルのプロキシ認証用の設定」

• 94 ページの「ポータル「メール」チャネルのプロキシ認証用の設定」

• 96 ページの「プロキシ認証用の Messaging Server の設定」

• 97 ページの「プロキシ認証用の Calendar Server の設定」

• 98 ページの「プロキシ認証の使用」

プロキシ認証について
デフォルトのポータルデスクトップには、Messaging Server および Calendar Server 
によって提供される、メールサービスおよびカレンダサービスに接続する「メール」
チャネルおよび「カレンダー」チャネルが備えられています。ユーザーがポータルデ
スクトップを更新するたびに、「メール」チャネルおよび「カレンダー」チャネルは、
それぞれのバックエンドサービスに接続し、メールおよびカレンダ情報を取得します。

評価シナリオではこの時点まで、ポータルデスクトップは、個々のユーザー ID を使

用してメールサービスおよびカレンダサービスに対する認証を行ってきました。別の
手段としてプロキシ認証を使用すると、ポータルデスクトップでメール情報およびカ
レンダ情報をより詳細に表示することが可能になります。プロキシ認証を使用すると、
ユーザーが、Messenger Express および Calendar Express をポータルデスクトップか

ら直接起動することも可能になります。
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プロキシ認証では、個々のユーザー ID の代わりにプロキシユーザー ID が使用されま

す。ユーザーがポータルデスクトップにログインするとき、ポータルサービスはプロ
キシユーザー ID を使用してメールチャネルおよびカレンダチャネルに対する認証を

行います。

プロキシ認証を有効にするには、次の設定を行う必要があります。

• SSO アダプタサービスを使用するために、ポータルデスクトップのメールチャネ
ルおよびカレンダチャネルを設定します。

• メールチャネルおよびカレンダチャネル用のプロキシユーザーアカウントを設定
します。

• プロキシユーザーアカウントからの要求を認証するために、Messaging Server お
よび Calendar Server を設定します。

プロキシユーザーアカウントは、ポータルユーザーの代わりに信頼されたエージェン
トとして機能します。ポータルがメッセージングサービスおよびカレンダサービスに
アクセスするとき、ポータルチャネルは、個々のユーザー ID の代わりにプロキシ

ユーザー ID を使用して認証を行います。

これにより、認証に個々のユーザー ID とパスワードを使用することなく、ポータル

チャネルがメッセージングサービスおよびカレンダサービスにアクセスすることが可
能になります。ポータルデスクトップにアクセスするユーザーは、再度ログインする
ことなく、ポータルデスクトップからメールインタフェースおよびカレンダインタ
フェースを起動できます。

ポータル「カレンダー」チャネルのプロキシ認
証用の設定

サンプルポータル「カレンダー」チャネル用にプロキシ認証を有効にするには、SSO 
アダプタサービスを設定します。この設定は、Identity Server コンソールで行います。

➤ SSO アダプタサービス用にポータル「カレンダー」チャネルを設定するにはアダプタサービス用にポータル「カレンダー」チャネルを設定するにはアダプタサービス用にポータル「カレンダー」チャネルを設定するにはアダプタサービス用にポータル「カレンダー」チャネルを設定するには

1. Web ブラウザで、次の URL を開きます。

http://evaluation_host/amconsole/index.html

Identity Server のログインページが表示されます。

2. ユーザー名 (amadmin) とパスワード (password) を入力します。

「ログイン」をクリックします。Identity Server コンソールウィンドウが表示され
ます。

3. 「サービス設定」タブをクリックします。
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Identity Server のサービスが表示されます。

4. 左区画をスクロールダウンします。「SSO アダプタ」を選択し、SSO アダプタ名に
続く矢印記号をクリックします。

右区画に、SSO アダプタサービスのプロパティが表示されます。図 7-1 と同様の
画面が表示されます。

図 7-1 SSO アダプタプロパティ

5. SUN-ONE-CALENDAR 設定プロパティを編集します。次の操作を行います。

a. 「SSO アダプタテンプレート」のリストを見つけます。

b. SUN-ONE-CALENDAR アダプタの行を見つけます。「プロパティの編集」をク
リックします。

右区画に、プロパティの詳細が表示されます。

6. host プロパティを見つけます。「マージ」をクリックします。

右区画に、「プロパティタイプの編集」画面が表示されます。

7. いくつかのプロパティの値を「マージ」から「デフォルト」に変更します。次の
操作を行います。
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a. host プロパティを選択します。「デフォルトに移動」をクリックします。

b. port プロパティを選択します。「デフォルトに移動」をクリックします。

c. clientPort プロパティを選択します。「デフォルトに移動」をクリックしま
す。

「保存」をクリックします。SUN-ONE-CALENDAR アダプタのプロパティのリストが
表示されます。

8. テキストフィールドを使用して、次のプロパティの値を編集します。

a. enableProxyAuth プロパティを見つけます。値を true に変更します。

b. proxyAdminUid プロパティを見つけます。値を calmaster に変更します。

c. proxyAdminPassword プロパティを見つけます。値を password に変更します。

d. host プロパティを見つけます。値を evaluation_host に変更します。

e. port プロパティを見つけます。値を 89 に変更します。

f. clientPort プロパティを見つけます。値を 89 に変更します。

「保存」をクリックして、変更を適用します。

ポータルカレンダチャネルに対するプロキシ認証用の設定はこれで完了です。引き続
き Identity Server コンソールで作業を行います。

ポータル「メール」チャネルのプロキシ認証用
の設定

サンプルポータル「メール」チャネル用にプロキシ認証を有効にするには、SSO アダ

プタサービスを設定します。この設定は、Identity Server コンソールで行います。

➤ SSO アダプタサービス用にポータル「メール」チャネルを設定するにはアダプタサービス用にポータル「メール」チャネルを設定するにはアダプタサービス用にポータル「メール」チャネルを設定するにはアダプタサービス用にポータル「メール」チャネルを設定するには

1. 左区画で、SSO アダプタ名に続く矢印記号をクリックします。

右区画に、SSO アダプタサービスのプロパティが表示されます。図 7-1 と同様の
画面が表示されます。

2. SUN-ONE-MAIL 設定プロパティを編集します。次の操作を行います。

a. 「SSO アダプタのテンプレート」のリストを見つけます。

b. SUN-ONE-MAIL の行を見つけます。「プロパティの編集」をクリックします。

右ページに、SUN-ONE-MAIL プロパティの詳細が表示されます。

3. host プロパティを選択します。「マージ」をクリックします。
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右区画に、「プロパティタイプの編集」画面が表示されます。

4. いくつかのプロパティの値を merge から default に変更します。

a. host プロパティを選択します。「デフォルトに移動」をクリックします。

b. clientPort プロパティを選択します。「デフォルトに移動」をクリックしま
す。

「保存」をクリックします。右区画に、SSO アダプタのプロパティのリストが表示
されます。

5. テキストフィールドを使用して、次のプロパティの値を編集します。

a. enableProxyAuth プロパティを見つけます。値を true に変更します。

b. proxyAdminUid プロパティを見つけます。値を admin に変更します。

c. proxyAdminPassword プロパティを見つけます。値を password に変更します。

d. host プロパティを見つけます。値を evaluation_host に変更します。

e. clientPort プロパティを見つけます。値を 88 に変更します。

6. 「保存」をクリックして、変更を適用します。

7. コンソールからログアウトします。

8. コマンド行で、Web Server ディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWwbsvr/https_evaluation_host 

9. 次のコマンドを実行して、Web Server を停止します。

./stop

10. 次のコマンドを実行して、Web Server を再起動します。

./start

起動プロセスにより、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表
示されます。

startup: server started successfully

Web Server を再起動すると、Portal Server が再起動し、すべての設定変更が適用され

ます。
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プロキシ認証用の Messaging Server の設定
Messaging Server に対してプロキシ認証用の設定を行うには、コマンド行で設定コマ

ンドを実行します。

➤ プロキシ認証用にプロキシ認証用にプロキシ認証用にプロキシ認証用に Messaging Server を設定するにはを設定するにはを設定するにはを設定するには

1. Messaging Server ディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWmsgsr/sbin

2. 次のコマンドを実行して、Messaging Server を設定します。

./configutil -o store.admins admin

このコマンドにより、管理ユーザー ID で Messaging Server メッセージストアを
管理すること、およびユーザーメールボックスにアクセスすることが可能になり
ます。

3. 次のコマンドを実行して、メールサーバーのルートに切り替えます。

su mailsrv

4. 次のコマンドを実行して、Messaging Server を設定します。

./configutil -o service.http.allowadminproxy -v yes

このコマンドにより、Messaging Server がプロキシアカウントを認証することが
可能になります。

5. 次のコマンドを実行して、メールサーバーのルートを終了します。

exit

6. 次のコマンドを実行して、Messaging Server を停止します。

./stop-msg

7. 次のコマンドを実行して、Messaging Server を再起動します。

./start-msg

起動プロセスにより、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表
示されます。

starting job-controller server

Messaging Server がプロキシ認証を受け入れるための設定はこれで完了です。
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プロキシ認証用の Calendar Server の設定
プロキシ認証を受け入れように Calendar Server を設定するには、テキストエディタ

で Calendar Server 設定ファイルを編集します。また、コマンド行で設定コマンドも

実行します。

➤ プロキシ認証用にプロキシ認証用にプロキシ認証用にプロキシ認証用に Calendar Server を設定するにはを設定するにはを設定するにはを設定するには

1. Calendar Server ディレクトリに移動します。

cd /etc/opt/SUNWics5/config

2. テキストエディタで ics.conf ファイルを開きます。

次の各プロパティを検索し、説明に従って変更します。場合によっては、これは
値を変更し、行のコメントを外すことを意味します。それ以外の場合は、単に行
のコメントを外すことを意味します。

a. service.http.allowadminproxy プロパティを見つけます。コメントが外れて
いることを確認します。値が yes に設定されていることを確認します。

service.http.allowadminproxy="yes" 

b. service.admin.calmaster.userid プロパティを見つけます。コメントが外れ
ていることを確認します。値が calmaster に設定されていることを確認しま
す。

service.admin.calmaster.userid="calmaster"

c. service.admin.calmaster.cred プロパティを見つけます。コメントが外れて
いることを確認します。値が password に設定されていることを確認します。

service.admin.calmaster.cred="password"

d. ics.conf ファイルを保存して閉じます。

3. Calendar Server ディレクトリに移動します。

cd /opt/SUNWics5/cal/sbin

4. 次のコマンドを実行して、Calendar Server を停止します。

./stop-cal

5. 次のコマンドを実行して、Calendar Server を再起動します。

./start-cal

起動プロセスにより、一連の起動メッセージが表示されます。起動プロセスには、
しばらく時間がかかることがあります。起動が完了すると、次のメッセージが表
示されます。

Calendar services were started.

Calendar Server に対するプロキシ認証用の設定はこれで完了です。
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プロキシ認証の使用
ここでは、ポータルデスクトップにログインし、プロキシ認証を使用して Messenger 
Express および Calendar Express のインタフェースをポータルデスクトップから直接

開きます。

➤ プロキシ認証機能を使用するにはプロキシ認証機能を使用するにはプロキシ認証機能を使用するにはプロキシ認証機能を使用するには

1. Web ブラウザで、次の URL を開きます。

http://evaluation_host/portal/dt

サンプルポータルのデスクトップが表示されます。

2. 「メンバーログイン」フィールドを使用してログインします。次の値を入力しま
す。

❍ ユーザー名 : TestUser 

❍ パスワード : password 

「ログイン」をクリックします。ポータルデスクトップの「カレンダー」チャネル
および「メール」チャネルに、TestUser のメール情報およびカレンダ情報が表示
されます。図 7-2 と同様の画面が表示されます。
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図 7-2 カレンダサービスおよびメールサービスが表示されているポータルデスクトップ

3. 「カレンダー」チャネルおよび「メール」チャネルには、この時点で情報が表示さ
れています。

4. 「カレンダーを起動」をクリックします。

Calendar Express のメインウィンドウが表示されます。これにより、プロキシ認
証が Calendar Server に対して正常に設定されていることが確認されます。

5. 「メールを起動」をクリックします。

Messenger Express のメインウィンドウが表示されます。これにより、プロキシ
認証が Messaging Server に対して正常に設定されていることが確認されます。

6. 「ログアウト」をクリックします。

評価シナリオはこれで完了です。引き続き、評価配備のその他の機能を確認できます。
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付録 A

Message Queue のアップグレード

第 2 章で説明されているインストール手順で、システムにインストールされている 
Message Queue と Java ES との互換性がないと判定される場合があります。Java ES イ
ンストーラは、Message Queue を直接アップグレードすることはできません。インス

トーラを終了し、Message Queue を削除してから、インストーラを再起動する必要が

あります。この付録では、Message Queue をシステムから削除する方法について説明

します。次の手順を実行します。

1. Message Queue ブローカが実行されているかどうかを確認します。実行されてい
る場合は、停止します。

2. インストールされている Message Queue ソフトウェアを削除します。Solaris 
Product Registry ツールを使用します。

3. 第 2 章に戻り、Java ES インストーラを再起動します。インストーラにより、Java 
ES と互換性のあるバージョンの Message Queue がインストールされます。

Message Queue ブローカの停止
デフォルトでは、Message Queue ブローカは実行されていません。システムのブロー

カの状態が不明な場合は、次の手順を実行して、ブローカが実行されているかどうか
を判別します。Message Queue ブローカが実行されていると判別した場合は、ブロー

カを停止する必要があります。

➤ Message Queue ブローカを停止するにはブローカを停止するにはブローカを停止するにはブローカを停止するには

1. 次のコマンドを実行して、システムで実行されているプロセスをリスト表示しま
す。

ps -A

2. Message Queue プロセスを探します。

imqbrokerd
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3. imqbrokerd プロセスが実行されている場合、次のコマンドを実行して、そのプロ
セスをシャットダウンします。

imqcmd shutdown bkr -u admin -p admin

インストールされている Message Queue の削除
この手順では、システムから Message Queue ソフトウェアを削除する方法について説

明します。Message Queue を削除した後、Java Enterprise System インストーラを再

起動します。インストーラにより、Java Enterprise System と互換性のあるバージョン

の Messaging Server がインストールされます。

➤ インストールされているインストールされているインストールされているインストールされている Message Queue を削除するにはを削除するにはを削除するにはを削除するには

1. 次のコマンドを実行して、Solaris Product Registry を起動します。

prodreg

「Solaris Product Registry」が開きます。システムにインストールされているソフ
トウェアがツリー構造で示されます。

2. ツリー構造で、Message Queue のリーフノードを選択します。

Message Queue のリーフノードを見つけるには、Solaris 9 System Software およ
び Entire Distribution Plus OEM Support のノードを展開します。図 A-1 に、アン
インストール対象として選択された Message Queue を示します。

注 サンプルの imqcmd コマンドでは、デフォルトの管理ユーザー名 
(admin) とパスワード (admin) が使用されています。システムに別の管
理ユーザー名とパスワードを設定している場合は、それらを使用する
必要があります。
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図 A-1 アンインストールする Message Queue の選択

3. 「アンインストール」をクリックします。

ダイアログボックスが開き、次の警告が表示されます。

Entire Distribution plus OEM support に必要な Sun ONE Message Queue を
アンインストールしようとしています。処理を進めてよろしいですか ? アンインストール
に失敗することがあります

この警告は無視してかまいません。

4. 「了解」をクリックします。

ダイアログボックスが開き、次のメッセージが表示されます。

Sun ONE Message Queue を手動でアンインストールする必要があります。対話式のア
ンインストーラを実行するには、「了解」を選択してください。

続行して、対話型アンインストーラを使用します。

5. 「了解」をクリックします。

対話型アンインストーラのダイアログボックスに、次のメッセージが表示されま
す。

次の順序を実行すると Sun ONE Message Queue をアンインストールしソフトウェアを
手動で削除することができます。実行しますか ?
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6. 「了解」をクリックします。

対話型アンインストーラのダイアログボックスに、削除されるパッケージのリス
トが表示され、次のメッセージが表示されます。

よろしいですか ?

7. 「了解」をクリックします。

対話型アンインストーラにより、端末ウィンドウが表示されます。端末ウィンド
ウでは、Message Queue パッケージが特定され、次のメッセージが表示されま
す。

Do You Want to Remove This Package [y, n, ?, q]

8. 「y」と入力し、Enter キーを押します。

端末ウィンドウに、次の Message Queue パッケージについてのメッセージが表示
されます。

9. 「y」と入力し、Enter キーを押します。すべての Message Queue パッケージが削
除されるまで操作を続けます。

対話型アンインストーラにより、pkgrm が完了したというメッセージが表示され
ます。

10.「了解」をクリックします。

「Solaris Product Registry」に戻ります。

11.「Solaris Product Registry」を終了します。

12. Java ES のインストール手順を再開します。
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